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日本海と瀬戸内海を繋ぐ海上交通の要衝、開門海
峡の下関側（右奥）、北九州側（左手前）それぞれ
に幕末からの近代化を支えてきた重厚な西洋建築
の建造物が残っています。この歴史的建造物など
を構成文化財とした「関門 “ノスタルジック” 海
峡～時の停車場、近代化の記憶～」が平成29年度
に文化庁から日本遺産に認定されています。

（画像は「関門海峡日本遺産協議会」提供）
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法政大学教授　図司 直也 氏

令和 2 年度 ふるさと企業大賞
4 鳥取県鳥取市 深澤義彦市長に聞く
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開発振興部開発振興課　石川 貴章
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こ
の
1
月
下
旬
に
、
２
０
２
０
年
度
に
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事

業
に
取
り
組
ん
だ
16
地
域
に
よ
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
報
告
会
、
そ
し
て
翌

日
に
は
、
7
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
ま
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
私
が
知
る
限
り
、
こ
こ
ま
で
の
労
力
と
時

間
を
割
い
て
、
各
地
の
動
き
を
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
ソ
フ
ト
事

業
は
他
に
な
く
、
改
め
て
本
事
業
に
懸
け
る
財
団
の
強
い
想
い
を
実
感

し
た
と
こ
ろ
だ
。

財
団
で
は
、
こ
の
事
業
が
掲
げ
る
「
地
域
再
生
」
と
い
う
言
葉
に
こ

だ
わ
り
、
募
集
要
項
で
も
意
識
的
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

地
域
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
地
域
住
民
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

活
動
を
持
続
的
に
展
開
す
る
「
地
域
力
」
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
磨

き
上
げ
、
そ
の
価
値
を
高
め
て
経
済
循
環
を
生
み
出
す
「
ビ
ジ
ネ
ス
力
」

の
両
面
を
高
め
る
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

実
は
、現
場
で
こ
の
２
つ
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

農
政
で
も
、
産
業
政
策
と
地
域
政
策
の
「
車
の
両
輪
」
と
表
現
し
、
両

立
す
る
必
要
性
を
打
ち
出
す
も
の
の
、
こ
の
間
は
経
営
体
創
出
や
農
産

物
輸
出
と
い
っ
た
産
業
政
策
に
力
点
が
置
か
れ
た
。そ
の
結
果
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
持
続
性
の
観
点
が
手
薄
と
な
り
、
農
村
政
策
の
補
助
輪
化
、

む
し
ろ
脱
輪
で
は
な
い
か
、
と
政
策
上
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
指
摘
さ

れ
、
政
策
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
点
で
本
事
業
は
、
ま
さ
に
両
輪
を
つ
な
ぐ
「
車
軸
」
の
重
要
性

に
い
ち
早
く
着
目
し
、「
地
域
の
新
た
な
な
り
わ
い
構
築
」
が
そ
れ
に

当
た
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
位
置
づ
け
た
。
先
般
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
報
告
会
で
も
、
そ
の
勘
所
が

い
く
つ
も
披
露
さ
れ
て
い
た
。

香
川
県
三
豊
市
で
、
地
域
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
商
品
開
発

や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
畦
地
履
正
さ
ん
（
株
式
会

社
四
万
十
ド
ラ
マ
）
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
考
え
方

の
真
ん
中
を
作
り
出
す
こ
と
」
と
表
現
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
む
か
わ

町
で
、
町
で
発
掘
さ
れ
た
む
か
わ
竜
を
核
に
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築

に
携
わ
っ
た
中
川
晶
子
さ
ん
（
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
は
、「
恐
竜
を
ご

り
押
し
せ
ず
、
一
点
突
破
し
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
成
功
の
秘
訣
」
と

言
い
、
周
囲
の
資
源
の
豊
か
さ
に
も
目
を
向
け
、
す
そ
野
を
広
げ
て
ス

ト
ー
リ
ー
を
紡
ぎ
出
し
、多
彩
な
人
材
の
巻
き
込
み
が
で
き
た
と
話
す
。

こ
の
よ
う
に
本
事
業
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
皆
さ
ん
の
細
や
か
な

戦
略
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
そ
れ
も
地
元
住
民
の
共
感
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
形
と
な
る
。
そ
の
点
で
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
住
民
と
の
出
会
い
を

設
え
る
自
治
体
職
員
も
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
本
事

業
を
通
じ
て
、
地
域
再
生
の
志
を
同
じ
く
で
き
た
人
た
ち
の
下
で
、
各

地
に
新
た
な
な
り
わ
い
が
築
か
れ
て
い
く
。
私
も
引
き
続
き
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
一
員
と
し
て
事
業
の
展
開
を
し
っ
か
り
応
援
し
て
い
く
つ
も

り
だ
。

地
域
の
新
た
な
な
り
わ
い
づ
く
り
を
応
援
す
る

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

�

法
政
大
学
教
授
　
図
司 

直
也

随
感
随
筆
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◉
災
害
リ
ス
ク
分
散
と
き
れ
い
な
水
を
求
め
て
鳥
取
へ

マ
ル
サ
ン
ア
イ
鳥
取
株
式
会
社
は
本
市
が
平
成
27
年
に

誘
致
し
た
企
業
で
す
。
主
に
、
大
豆
を
主
原
料
と
す
る
み
そ

や
豆
乳
な
ど
の
製
造
を
行
う
マ
ル
サ
ン
ア
イ
株
式
会
社
（
本

社
：
愛
知
県
岡
崎
市
）
の
製
造
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
進
出
経
緯
と
し
て
は
、
当
時
マ
ル
サ
ン
ア
イ
様
が
豆

乳
需
要
増
加
に
伴
う
増
設
の
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
等
広
域
災
害
の
リ
ス
ク
に
備
え
て
拠
点
分
散
を

行
う
た
め
、
西
日
本
に
新
た
な
拠
点
の
整
備
を
検
討
さ
れ
て

い
る
と
の
事
か
ら
、
誘
致
交
渉
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
交

渉
に
当
た
っ
て
は
、
当
地
の
広
域
災
害
リ
ス
ク
の
少
な
さ
、

き
れ
い
で
大
量
の
水
が
利
用
可
能
な
こ
と
、
そ
し
て
本
社
と

周
辺
環
境
が
似
て
い
る
こ
と
な
ど
の
点
か
ら
鳥
取
へ
の
立
地

を
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
市
で
の
稼
働
後
、
業
況

は
好
調
に
推
移
し
て
お
り
、
平
成
30
年
6
月
に
は
、
当
初
の

計
画
よ
り
1
年
前
倒
し
で
2
次
ラ
イ
ン
を
増
設
す
る
な
ど
、

順
調
に
事
業
拡
大
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
地
域
に
密
着
し
、
多
方
面
で
鳥
取
市
に
貢
献

同
社
を
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
に
推
薦
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
鳥
取
市
の
第
10
次
総
合
計
画
で
掲
げ
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
と
、
同
社
の
取
り
組
み
に
強
い
結
び
つ
き
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。
工
場
内
は
豆
乳
の
製
造
工
程
が
見
学
で

き
る
よ
う
綺
麗
に
整
備
さ
れ
た
見
学
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
地
域
貢
献
の
一
環
で
地
域
住
民
や
地
元
学
生
の
工
場

見
学
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
、
地
域
の
食
育
の
場
を
提
供

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、大
規
模
災
害
が
発
生
し
、

水
道
管
な
ど
が
破
損
し
た
場
合
、
工
場
で
保
管
し
て
い
る
飲

料
水
等
を
地
域
に
無
償
提
供
す
る
協
定
を
同
社
と
鳥
取
県
及

び
本
市
の
三
者
で
締
結
し
て
い
る
こ
と
や
、
工
場
で
生
産
さ

れ
る
豆
乳
を
市
内
の
子
ど
も
食
堂
へ
提
供
す
る
「
地
域
支
援

協
定
」
を
同
社
と
こ
ど
も
食
堂
を
管
理
す
る
団
体
及
び
本
市

の
三
者
で
締
結
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
強
化
や
地
域
支

援
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
雇
用
面
に
お
い
て

も
、
直
近
の
従
業
員
数
69
名
全
て
が
正
規
雇
用
者
で
、
し
か

も
全
員
が
地
元
採
用
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
本
市
の
課
題

で
あ
っ
た
雇
用
の
創
出
や
若
者
の
県
外
流
出
抑
制
に
繋
が
っ

て
お
り
、
多
方
面
に
渡
り
、
地
域
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

◉「
住
み
た
い
田
舎
」
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ま
ち

鳥
取
市
は
、
自
然
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
く
、
幅
広
い
世
代

を
応
援
す
る
施
策
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

田
舎
暮
ら
し
の
専
門
誌
で
あ
る
㈱
宝
島
社
『
田
舎
暮
ら
し
の

本
』
に
よ
る
「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
２

０
２
０
年
大
き
な
ま
ち
グ
ル
ー
プ
総
合
部
門
第
2
位
を
受
賞

し
、
8
年
連
続
で
ト
ッ
プ
10
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
部
門
別
で
は
、子
育
て
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
第
1
位
、

若
者
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
第
2
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
単

位
で
の
支
援
が
充
実
し
子
ど
も
の
自
主
性
を
伸
ば
す
保
育
環

境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
本
市
独
自
に
第
2
子
保
育
料
を
軽

減
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
特
別
医
療
補
助
制
度
の
対
象
が
高

校
生
以
下
と
な
っ
て
い
る
な
ど
の
取
組
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
移
住
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
は
手
厚
く
、
し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
の
も
特

徴
で
す
。
本
市
は
豊
か
な
自
然
と
ま
ち
が
共
存
す
る
多
彩
な

地
域
で
、多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
、

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
中
で
自
信
と
誇
り
・
夢
と
希
望
に

満
ち
た
生
活
を
送
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふるさと融資の概要

事 業 者 マルサンアイ鳥取㈱
事 業 名 豆乳等製造工場建設事業
実 施 年 度 平成 29 年度
設備投資額 5,935 百万円
貸 付 額 1,650 百万円
雇 用 増 35 人

マ
ル
サ
ン
ア
イ
鳥
取
㈱

令
和
２
年
度
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

深
ふか

澤
ざわ

 義
よし

彦
ひこ

 市長プロフィール

出身 鳥取県鳥取市
経歴 1978年4月  鳥取市役所　入庁

 2006年7月  助役（現鳥取市副市長）に就任
 2014年1月  鳥取市副市長を退任
 2014年4月  鳥取市長に就任

同
社
を
推
薦
し
た
鳥
取
県
鳥
取
市

深
澤
義
彦
市
長
に
聞
く



鳥
取
市
の
概
要

　「鳥取市」は、鳥取県東部に位置する鳥取県の県庁所在地で、
平成16年に9市町村が合併し、現在の鳥取市が形成されました。
また、平成30年度より中核市に指定され、鳥取市、岩美町、若
桜町、智頭町、八頭町、兵庫県新温泉町及び兵庫県香美町（令和
2年度より）の1市6町による「因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都
市圏」を形成しています。鳥取平野を中心に市街地を展開し、日
本海に面しており、沿岸には鳥取砂丘が広がっています。気候は、
全域が日本海側気候の豪雪地帯です。海からやや内陸寄りに都市
が開けているため、他の山陰の日本海沿岸の都市と比べると積雪が多いです。鳥取市の中心部から約8㌔の
位置に鳥取砂丘コナン空港があり、鳥取県東部の空輸を支えています。主に日本海で捕れた魚介類を水揚
げする鳥取・賀露港があり、シロハタやマツバガニ（ズワイガニ）などが主な海産物です。

人口▶185,798人（令和3年1月末時点）　面積▶765.31㎢ https://www.city.tottori.lg.jp/www/index.html

特産品・観光情報
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【鳥取砂丘　砂の美術館】
世界初の屋内砂像展示施設です。第 13 期（2020.7.11～
2022.1.3）の作品テーマは「砂で世界旅行　チェコ＆スロ
バキア編」。チェコとスロバキアの街並みに偉人などを精
巧な砂像で表現しています。作品のシンボルでもある壮
大なプラハ城は必見です。

【仁風閣】
明治 40年に旧鳥取藩主池田家の別邸として建てられた白亜の洋
館です。時の皇太子殿下（のちの大正天皇）の宿舎として使用され、
現在は国指定重要文化財となっています。

【鳥取・賀露港】
日本海の豊かな海の幸が水揚げされる港です。港に隣接する「海鮮市場かろいち」「地
場産プラザわったいな」は、港から揚がったばかりのとれたての海産物、農産物の直
売所やお土産処もあり、鳥取市の台所です。鮮魚店では、その場で選んだ鮮魚の地方
発送も可能です。市場では、「白いか大漁まつり」や「松葉がにまつり」などが様々な
イベントが行われます。

【鳥取砂丘】
南北 2.4㎞、東西 16㎞にもわたる広大な砂地です。10 万年の歴史が読み取れる火山灰露出地、
高さ約 47mの砂の丘「馬の背」など、長い年月をかけて作られた自然の造形美が楽しめます。
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令和 2年度ふるさと企業大賞

鳥取県■鳥取市
マルサンアイ鳥取株式会社
代表取締役社長

兼子 明氏

「ふるさと企業大賞」に輝いた

社長に聞く

地
域
に
根
ざ
し
、

美
味
で
安
心･

安
全
な
豆
乳
を
製
造

健
康
志
向
の
高
ま
り
を
受
け
拡
大
す
る
豆
乳
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
業
界
第
2
位
の
マ
ル
サ
ン
ア
イ
（
愛

知
県
岡
崎
市
）
が
鳥
取
市
に
新
た
な
生
産
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。
徹
底
的
に
地
元
に
根
ざ
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
マ
ル
サ
ン
ア
イ
鳥
取
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
の
兼
子
明
氏
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
美
味
し
い
豆
乳
を
生
産
し
て
顧
客
の
満
足
を
得
る
ば

か
り
で
な
く
、
地
域
の
方
々
に
も
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
「
三
方
良
し
」
の
経
営
理
念
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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味
噌
作
り
か
ら
豆
乳
へ
進
出
。
生
産
能
力
限
界

で
新
工
場
建
設
へ

マ
ル
サ
ン
ア
イ
は
、
戦
後
満
州
か
ら
帰
国
し
た
創

業
者
が
昭
和
27
年
に
味
噌
製
造
販
売
の
岡
崎
醸
造
を

設
立
し
、
令
和
3
年
3
月
に
創
業
70
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
大
豆
に
着
目
し
た
健
康
飲
料
と
し
て
昭
和
55

年
に
は
工
場
を
新
設
、
日
持
ち
す
る
紙
パ
ッ
ク
入
り

豆
乳
を
発
売
し
て
本
格
的
に
参
入
し
、
そ
の
後
、
業

界
で
初
と
な
る
１
０
０
０
㍉
㍑
入
り
豆
乳
や
カ
ロ

リ
ー
オ
フ
タ
イ
プ
の
豆
乳
を
発
売
し
ま
し
た
。

平
成
12
年
頃
か
ら
大
豆
の
健
康
効
果
が
再
認
識
さ

れ
る
と
同
時
に
美
味
し
さ
の
改
良
も
進
ん
で
市
場
は

拡
大
し
、
特
に
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
更
に
大
幅
な
拡
大

を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
本
社
工
場
と
群

馬
県
み
な
か
み
町
の
関
東
工
場
で
は
需
要
に
追
い
つ

か
ず
、
協
力
工
場
を
加
え
て
も
製
品
供
給
能
力
は
ほ

ぼ
限
界
に
達
し
、
新
た
な
生
産
工
場
建
設
が
経
営
課

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
、
鳥
取
県
名
古
屋
代
表
部
の
誘
致
担
当

者
が
来
訪
さ
れ
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク

が
低
く
、
鳥
取
自
動
車
道
で
関
西
・
中
部
に
近
い

鳥
取
県
へ
の
工
場
進
出
を
熱
心
に
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
県
や
市
の
担
当
者
の
方
々
は
岡
崎
市
ま
で
何
度

も
足
を
運
び
、
迅
速
か
つ
真
摯
に
答
え
て
頂
き
ま
し

た
。
豆
乳
製
造
の
第
一
条
件
で
あ
る
良
質
の
水
が
潤

沢
に
確
保
で
き
る
こ
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
の
観
点
か
ら
東
西
に
製
造
拠
点
を
分
散
で
き
る

こ
と
、
マ
ル
サ
ン
ア
イ
の
シ
ェ
ア
が
高
い
関
西
・
中

四
国
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
、
手
厚
い
補
助
金

制
度
で
投
資
負
担
を
軽
減
で
き
る
こ
と
な
ど
の
理

由
か
ら
、
鳥
取
市
へ
の
新
工
場
建
設
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
食
品
会
社
を
誘
致
し
、
鳥
取
の
経
済

を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
い
う
県
と
市
の
熱
意
に
も

強
く
後
押
し
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
鳥
取
市
よ

り
無
利
子
で
返
済
期
間
が
15
年
と
長
い
ふ
る
さ
と

融
資
制
度
を
紹
介
頂
き
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

最
高
水
準
の
食
品
安
全
管
理
基
準
で
製
造

平
成
29
年
に
完
成
し
た
９
１
８
５
平
方
㍍
の
新
工

場
は
最
新
鋭
の
設
備
に
加
え
、
美
味
し
く
て
安
心･

安
全
な
豆
乳
を
製
造
す
る
た
め
最
高
水
準
の
食
品
安

全
国
際
規
格
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
の
認
証

を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
製
造
2
ラ
イ
ン
で
１

０
０
０
㍉
㍑
の
「
有
機
豆
乳
無
調
整
」「
毎
日
お
い

し
い
無
調
整
豆
乳
」「
調
製
豆
乳
」「
カ
ロ
リ
ー
45
％

オ
フ
調
製
豆
乳
」「
麦
芽
豆
乳
」「
カ
ロ
リ
ー
50
％
オ

フ
麦
芽
コ
ー
ヒ
ー
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品

の
ほ
か
、
豪
州
企
業
向
け
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
商
品
も
製
造
し
て
い
ま
す
。

マ
ル
サ
ン
ア
イ
鳥
取
は
、
マ
ル
サ
ン
グ
ル
ー
プ
の

企
業
理
念
で
あ
る
「
健
康
で
明
る
い
生
活
へ
の
お
手

伝
い
」
と
近
江
商
人
の
基
本
原
則
で
あ
る
「
三
方
良

し
（
売
り
手
良
し
・
買
い
手
良
し
・
世
間
良
し
）」
の

精
神
の
融
合
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
マ
ル
サ
ン
グ

ル
ー
プ
の
発
展
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鳥
取
経
済
の

活
性
化
、
食
育
へ
の
お
手
伝
い
や
周
辺
環
境
の
維
持

に
も
目
を
向
け
て
い
ま
す
。

完成

おから

豆乳ができるまで

大豆の選別

皮をむく 摩砕 遠心分離機に
かける

粗豆乳の
できあがり

殺菌・脱臭

調合

均質化

充填･包装

検査

熱水

出荷

最高水準の食品国際安全規
格 FSSC22000 の認証を
受けた最新鋭の工場で美味
しくて安心･安全な豆乳が
製造されている
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地
元
雇
用
、
地
元
調
達
、
子
ど
も
食
堂
・
学
生

に
豆
乳
寄
付
「
三
方
良
し
」

鳥
取
の
生
産
拠
点
は
本
社
の
一
部
門
で
は
な
く
、

あ
え
て
独
立
法
人
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
転

勤
の
心
配
は
な
く
、
従
業
員
69
人
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の

15
人
以
外
、
全
員
地
元
雇
用
で
す
。
今
年
の
新
入
社

員
5
人
も
そ
う
で
す
が
、
地
元
雇
用
は
こ
れ
か
ら
も

継
続
す
る
方
針
で
す
。
工
場
建
設
資
金
も
親
会
社
の

メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
な
く
、
地
元
の
鳥
取
銀
行
、
山
陰

合
同
銀
行
か
ら
調
達
し
ま
し
た
。
資
材
購
入
も
可
能

な
も
の
は
地
元
で
調
達
し
、
地
域
経
済
循
環
へ
の
貢

献
を
優
先
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
子
ど
も
食
堂
へ
豆
乳
を
寄
贈
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
の
鳥
取
市
内
の
大
学
生
に
対

し
て
も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
工
場
見
学
に
来
た
大
学

生
か
ら
「
食
糧
支
援
で
豆
乳
を
頂
き
、
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。
そ
の
後
豆
乳
を
継
続
的
に
飲
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。」
と
声
を
か
け
て
頂
き
、
寄
付
し
た

豆
乳
が
実
際
に
人
々
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
、
マ
ル
サ
ン
豆
乳
の
フ
ァ
ン
が
増
え
た
こ
と

へ
の
感
謝
と
喜
び
で
も
あ
り
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
工
場
内
の
冷
水
貯
水
タ
ン
ク
（
１
２

０
㌧
）
と
温
水
貯
水
タ
ン
ク
（
30
㌧
）
の
飲
料
水
と

温
水
を
提
供
す
る
災
害
支
援
協
定
を
県
と
市
と
締
結

し
、
工
場
見
学
な
ど
の
食
育
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
は
「
鳥
取
砂
丘 

砂

の
美
術
館
」
へ
の
協
賛
や
、
鳥
取
市
の
事
業
団
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
「
チ
ア
フ
ル
鳥
取
（
Ｓ
／
Ｊ
リ
ー

グ
Ⅱ
）」
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル･

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
応
援
も
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
人
権
尊
重
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
」

「
食
と
健
康
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
4
つ
の
テ
ー

マ
を
掲
げ
て
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
の
た
め
の
事

業
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
令

和
3
年
1
月
に
鳥
取
県
の
「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

パ
ー
ト
ナ
ー
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

10
年
後
も
、
マ
ル
サ
ン
グ
ル
ー
プ
の
最
大
の
生
産

拠
点
と
し
て
、
最
高
品
質
の
豆
乳
を
低
コ
ス
ト
で
供

給
す
る
と
同
時
に
、
地
域
に
寄
り
添
い
根
差
す
企
業

と
し
て
、
従
業
員
が
入
社
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

会
社
、
子
息
を
入
社
さ
せ
た
い
と
思
え
る
会
社
、
鳥

取
県
や
鳥
取
市
か
ら
進
出
し
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
会
社
に
し
た
い
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Company Profile

概　要

	 マルサンアイ鳥取株式会社		

	 69人	

	 	豆乳	(無調整豆乳・調製豆乳・各種豆
乳飲料など)の製造

	 		〒680-1209		
鳥取県鳥取市河原町西円通寺字畑ケ中	
81番１	
	TEL:	0858-85-0310	
FAX:	0858-85-0313

https://marusanai-tottori.co.jp/

沿　革

昭和27年 愛知県岡崎市で岡崎醸造株式会社設立

昭和39年 岡崎マルサン株式会社に改称
ミックスみそ発売

昭和55年 本社内に豆乳工場を建設

昭和58年 マルサンアイ株式会社に改称

平成13年 名古屋証券取引所第 2部上場（以上
親会社「マルサンアイ株式会社」沿革）

平成28年 マルサンアイ鳥取株式会社設立（マル
サンアイ 100%出資）
豆乳工場建設　※推薦事業（ふるさと
融資活用 1,650 百万円）

平成29年 マルサンアイ鳥取株式会社	豆乳工場
稼働

	 マルサンアイ鳥取株式会社会 社 名

	 69人従業員数

業務内容

所 在 地

工場見学ルートに掲示されている商品パネル。食育活動にも力を入れている
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平成24年度に開始した本事業は、地方自治体に対する
「公共施設マネジメント」導入支援の取組みとして、外部
の有識者等により構成された研究会を設置し、先進自治
体の取組み事例について調査研究する「先進事例調査」と
モデル市町村との共同研究を行う「研究モデル事業」を
実施してきました。令和２年度は本事業の最終年度とな
り、これまでの取組みを総括する調査研究を行いました。
今回はその中から、令和２年度に実施した先進事例調

査のクロストーク（座談会）と２団体のモデル事業の取
組みについてご紹介します。

公共施設マネジメント
調査研究事業

ふ
る
さ
と
財
団
が
研
究
会
を
発
足
し

た
平
成
24
年
度
に
は
既
に
先
進
的
に
取

組
み
を
進
め
て
お
り
、
発
足
当
初
の
研

究
会
が
先
進
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た

の
は
今
回
の
４
自
治
体
で
す
。
今
か
ら

10
年
以
上
前
に
、
参
考
事
例
の
な
い
「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
事
業
を
進
め
た
４
自
治
体

の
当
時
の
担
当
者
を
招
へ
い
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
組
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
以
後

の
進
捗
、
今
後
の
課
題
や
展
望
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

先
進
事
例
調
査

各
自
治
体
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

特
徴

さ
い
た
ま
市
　
Ｈ
21
年
度
か
ら
取
組
み
を

開
始先

行
し
て
定
め
た
方
針
を
軸
と
し
た
計

画
策
定
と
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民

と
の
合
意
形
成
・
予
算
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

仕
組
み
づ
く
り
。

習
志
野
市
　
Ｈ
18
年
度
か
ら
取
組
み
を
開

始
施
設
白
書
か
ら
各
種
計
画
策
定
を
行

い
、
検
討
対
象
を
段
階
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
な
が
ら
、
進
捗
に
合
わ
せ
た
柔
軟
に
実

践
す
る
標
準
的
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
取
組
み
。

秦
野
市
　
Ｈ
20
年
度
か
ら
取
組
み
を
開
始

職
員
で
積
上
げ
進
め
て
き
た
施
設
デ
ー

タ
の
集
約
と
客
観
的
分
析
に
基
づ
い
た
機

能
に
着
目
し
た
再
配
置
の
実
践
。

浜
松
市
　
Ｈ
19
年
度
か
ら
取
組
み
を
開
始

絶
対
的
な
基
準
の
設
定
と
客
観
的
な
評

価
指
標
を
基
に
着
実
に
統
廃
合
を
進
め
な

が
ら
、
そ
の
デ
ー
タ
を
公
表
す
る
こ
と
で

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
事
業
の

展
開
を
図
る
取
組
み
。

先
進
事
例
調
査
は
先
進
的
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
先
行
自
治
体
に
つ
い
て
の
事

例
研
究
を
行
い
、
地
方
自
治
体
が
取
組
む
際
に
参
考
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
も

の
で
す
。

最
終
年
度
と
な
っ
た
令
和
２
年
度
は
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
研
究
会
レ

ビ
ュ
ー
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
し
た
自
治
体
の
事
業
を
レ

ビ
ュ
ー
し
、公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
調
査
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
（
座
談
会
）
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

先
進
的
に
取
組
み
を
進
め
た
当
時
の
実
務
担
当
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
集

関口洋輔氏
さいたま市経済局
商工観光部経済政策課 係長
（元 都市戦略本部公共施設マネジメント
推進担当） ※今回は一時参加

早川誠貴氏
習志野市総務部 情報政策課 課長
（元 政策経営部資産管理課 課長）
公共施設マネジメント調査研究会 委員

松野英男氏
浜松市産業部 エネルギー政策課 課長補佐
（元 財政部アセットマネジメント推進課
グループ長）
公共施設マネジメント調査研究会 委員

（進行役）
岡田正幸

一般財団法人
地域総合整備財団開発振興部
公民連携推進室 室長

吉川清志氏
習志野市政策経営部 資産管理課 主幹
（元 財政部資産管理室 室長）
公共施設マネジメント調査研究会 
元委員

志村高史氏
秦野市上下水道局経営総務課 
参事（兼）課長
（元 政策部公共施設マネジメント課 課長）

（コメンテーター）
足立　文氏

株式会社日本経済研究所
公共マネジメント部 部長
公共施設マネジメント調査研究事業
支援事業者

本事業の成果は公民連携ポータルサイトで報告書として公表しています。
https://management.furusato-ppp.jp/

※座談会実施時点の役職。
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公共施設マネジメント調査研究事業

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
の
ス

タ
ー
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景

ふ
る
さ
と
財
団
・
岡
田
　
ふ
る
さ
と
財
団

で
の
取
組
み
の
背
景

と
し
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

推
進
事
業
に
取
組

む
中
で
、
自
治
体
が

抱
え
て
い
た
「
そ
の
施
設
は
本
当
に
必
要

な
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
解
決
す
る
役
割

を
財
団
が
担
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い

う
思
い
か
ら
で
し
た
。
当
時
ま
だ
「
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
名
も
な
い

頃
で
し
た
の
で
、
こ
の
取
組
み
を
全
国
へ

広
げ
る
こ
と
を
第
一
目
標
に
進
め
て
き
ま

し
た
。

習
志
野
市
・
吉
川
氏
　
習
志
野
市
は
一
貫

し
て
「
財
政
問
題
」

が
背
景
に
あ
り
、
地

方
債
残
高
の
削
減
の

取
組
み
と
し
て
施
設

投
資
等
を
抑
制
し
た
と
こ
ろ
、
更
に
老
朽

化
が
進
ん
だ
こ
と
で
全
庁
的
に
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
、
非
常
に
多
額
の
投
資
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
実
態
把
握
と
改

善
策
に
つ
い
て
、
平
成
18
年
に
策
定
し
た

行
政
大
綱
の
実
施
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん

だ
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

習
志
野
市
・
早
川
氏
　
習
志
野
市
は
、
市

長
が
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に

強
い
意
志
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
長
が
代
わ
り
、
新

市
長
も
同
様
の
意
思

を
も
っ
て
お
り
、
ト
ッ
プ
の
理
解
が
後
ろ

盾
と
な
っ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

秦
野
市
・
志
村
氏
　
秦
野
市
の
取
組
み

は
平
成
20
年
度
か
ら

に
な
り
ま
す
が
、
財

政
的
な
面
の
問
題
か

ら
で
は
な
く
、
住
民

の
高
齢
化
に
よ
り
、
従
来
の
行
政
シ
ス
テ

ム
で
は
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
で
き
な

く
な
る
と
い
う
問
題
意
識
が
庁
内
に
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
現
状
の
公
共
施

設
の
あ
り
方
に
着
目
し
、
当
時
の
市
長
に

進
言
し
た
と
こ
ろ
、
問
題
意
識
の
共
有
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
組
織
を
立
ち
上
げ
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

浜
松
市
・
松
野
氏
　
浜
松
市
は
平
成
17
年

に
合
併
し
、
平
成
19

年
に
政
令
市
へ
移
行

し
ま
し
た
。
合
併
当

初
か
ら
重
複
す
る
施

設
の
再
配
置
に
つ
い
て
の
議
論
は
あ
り
ま

し
た
が
、
改
め
て
「
行
財
政
改
革
推
進
審

議
会
」
で
議
論
さ
れ
る
行
政
経
営
の
一
環

と
し
て
取
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
取

組
み
に
お
い
て
、
資
産
経
営
、
財
源
確
保

は
当
初
か
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
と

取
組
み

さ
い
た
ま
市
・
関
口
氏
　
施
設
総
量
そ
の

も
の
を
減
ら
す
と
い

う
総
量
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
あ
り
ま
し
た
。

施
設
分
野
の
定
義
づ
け
を
行
い
、
方
針
を

定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
状
況
に
な
っ
た

と
き
に
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
る

べ
き
か
を
明
確
に
す
る
考
え
方
と
、
予
算

編
成
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
は
当
初
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
整
備
等
に
つ
い
て
の
事
前
協
議
制

度
を
導
入
し
、
検
討
段
階
か
ら
財
政
部
局

や
都
市
戦
略
本
部
が
関
与
す
る
仕
組
み
と

し
て
い
ま
す
。

習
志
野
市
・
吉
川
氏
　
財
政
削
減
か
ら
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
に
移
行

し
て
い
く
中
で
も
、
当
初
か
ら
公
共
施
設

の
総
量
圧
縮
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
財

政
上
の
持
続
可
能
性
と
い
う
観
点
に
加

え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
、

全
体
を
最
適
化
す
べ
く
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
に
白
書
を
策
定
し
た
結
果
、

公
共
建
築
物
の
4
割
し
か
更
新
改
修
が
実

施
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
改

善
策
を
検
討
し
、
平
成
26
年
3
月
に
公
共

施
設
再
生
計
画（
個
別
施
設
計
画
）を
作
り
、

以
降
、
具
体
的
な
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

白
書
に
つ
い
て
は
更
新
等
の
負
担
が
あ
る

も
の
の
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
や
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
作
成
と
い
っ
た
公
会
計
の
取
組

み
を
応
用
し
、
施
設
ご
と
に
施
設
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
し
て
番
号
付
与
す
る
こ
と
で
、
伝

票
入
力
時
か
ら
公
会
計
の
情
報
が
取
り
込

め
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、年
末
に
施
設
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ご
と
に
、

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
や
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

出
力
す
る
こ
と
が
で
き
、
担
当
課
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

秦
野
市
・
志
村
氏
　
当
時
は
手
探
り
で
始

め
て
お
り
、
ま
ず
は
公
共
施
設
白
書
を
作

成
し
、
そ
の
後
、
専
門
家
を
含
め
た
委
員

会
を
計
15
回
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
22
年

に「
公
共
施
設
の
再
配
置
に
関
す
る
方
針
」

を
、
平
成
23
年
に
「
公
共
施
設
再
配
置
計

画
第
1
期
基
本
計
画
・
前
期
実
行
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
当
初
庁
内
に
は
後

ろ
向
き
な
声
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
そ
の

中
で
福
祉
施
設
民
営
化
の
取
組
み
に
お
い

て
、
幼
稚
園
と
保
育
園
を
統
合
し
た
跡
地

に
事
業
用
定
期
借
地
制
度
を
活
用
し
、
社

会
福
祉
法
人
が
建
物
を
建
築
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
各
担
当
課
も
検
討
を
進
め
る
風

土
が
で
き
て
い
き
ま
し
た
。
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公
共
施
設
の
更
新
問
題
や
人
口
減
少
等

に
つ
い
て
、
庁
内
に
絶
え
ず
情
報
発
信
し

続
け
た
こ
と
で
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
対
し
て
全
庁
的
に
前
向
き
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
更
に
、
人
事
課
主
催

の
職
員
研
修
で
公
共
施
設
の
再
配
置
の

取
組
み
を
扱
っ
て
い
た
た
め
、
若
手
を
中

心
に
理
解
が
進
み
ま
し
た
。
組
織
や
シ
ス

テ
ム
も
勿
論
重
要
で
す
が
、
そ
れ
を
担
え

る
人
材
を
組
織
と
し
て
育
成
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
期
に
入
る

と
、
住
民
説
明
が
重
要
に
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
提
示
し
て
住
民
理

解
を
促
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

浜
松
市
・
松
野
氏
　
公
共
施
設
の
適
正

化
に
向
け
方
針
策
定
前
に
、
ま
ず
は
デ
ー

タ
の
一
元
化
と
カ
ル
テ
作
成
を
実
施
し
、

そ
の
後
、「
浜
松
市
資
産
経
営
推
進
方
針
」

に
盛
り
込
む
こ
と
で
、
期
限
を
区
切
っ
て

目
標
達
成
へ
進
み
ま
し
た
。
方
針
は
基
本

方
針
・
実
施
方
針
・
個
別
方
針
の
３
部
構

成
で
、
全
体
の
考
え
方
や
具
体
的
な
取
組

み
を
示
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
当
初
、
絶
対
的
な
基
準
に
客
観
的
評
価

指
標
を
掲
げ
て
取
組
み
始
め
た
と
い
う

印
象
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
基
本

的
な
考
え
方
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
地
域
に
説
明
を
し
て
い
く
中
で

は
、
可
視
化
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
基
準
と
客
観
指
標
が
役
に
立
ち
ま

す
。
周
辺
住
民
へ
の
説
明
前
に
、
施
設
利

用
者
に
確
認
し
、
不
要
で
あ
れ
ば
廃
止
す

る
と
い
う
検
討
プ
ロ
セ
ス
も
説
得
力
を

持
た
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
展
望

さ
い
た
ま
市
・
関
口
氏
　
人
事
異
動
等
に

よ
り
途
中
で
担
当
者
が
変
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
仕
組
み
の
中
で
、「
想
い
」
を
ど

う
受
け
継
い
で
い
く
か
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
平
成
24
年
度
に
導
入
し
た
事
前
協

議
制
度
は
、
各
部
署
の
メ
ン
バ
ー
が
入
れ

替
わ
っ
た
現
在
も
継
続
的
に
機
能
し
て

い
ま
す
。
成
果
が
形
と
し
て
見
え
に
く
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
必
要
性
を
共
通

認
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

習
志
野
市
・
吉
川
氏
　
各
種
計
画
を
自
治

体
ご
と
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
作

り
上
げ
、
そ
れ
を
着
実
に
実
行
す
る
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
実
践
す
る
中
で
様
々

な
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

ど
う
解
決
し
て
い
く
か
ケ
ー
ス
に
よ
り

見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
そ
の
町
の
将
来
像
を
し
っ

か
り
と
踏
ま
え
、
そ
こ
に
向
け
て
持
続
可

能
な
施
設
運
営
、
投
資
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
長
期
的
な
視
点
で
の
ま
ち
づ
く

り
を
念
頭
に
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
進
め
る
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

習
志
野
市
・
早
川
氏
　
計
画
だ
け
で
終
わ

ら
ず
、
実
行
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

ま
す
。
今
後
は
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
や
学
校
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ

ン
環
境
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
公
共
施

設
の
新
た
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
住
環
境
の

変
化
、
ま
ち
が
ど
う
変
化
す
る
か
に
よ
っ

て
も
、
公
共
施
設
が
ど
う
役
割
を
果
た
し

て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

秦
野
市
・
志
村
氏
　
ハ
コ
モ
ノ
は
総
量
を

減
ら
し
、
維
持
へ
努
め
て
い
け
る
が
、
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
イ
ン
フ
ラ
の
道

路
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
に
は
、
公
営
企
業
会

計
の
よ
う
な
仕
組
み
を
強
制
的
に
あ
て
は

め
、
減
価
償
却
す
る
中
で
計
画
を
作
る
仕

組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
ど
の

分
野
も
で
す
が
公
民
連
携
手
法
が
非
常
に

有
効
で
大
切
で
す
。
特
に
土
木
の
分
野
は

技
術
職
不
足
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
補
う

た
め
の
手
法
の
ひ
と
つ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

浜
松
市
・
松
野
氏
　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
国
全
体
の
問
題
と
し
て
、
新
し
い

国
全
体
の
制
度
や
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
生

活
様
式
の
変
化
や
災
害
な
ど
、
今
後
の
公

共
施
設
の
あ
り
方
、
目
的
、
必
要
性
な
ど

も
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
と
め

日
本
経
済
研
究
所
・
足
立
氏
　
少
子
高
齢

化
や
厳
し
い
財
政
状

況
等
に
加
え
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
、
自
然
災

害
の
発
生
等
の
社
会

経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
及
び
公
共
施
設
の
ニ
ー
ズ
も
刻
々
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
昨
今
の
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
に
お
い
て
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
っ
た
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
急
速
に
浸
透
し
て
お

り
、
公
共
施
設
の
概
念
そ
の
も
の
が
変
化

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

行
政
に
お
い
て
も
自
治
体
Ｄ
Ｘ
が
推
進

さ
れ
る
な
ど
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
根
幹
部
分
で
あ
る
情
報
収
集
、
整
理
、

分
析
等
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ

れ
、
継
続
的
な
取
組
み
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
技
術
の
活
用
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
当

時
と
社
会
経
済
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
計
画
改
訂
な
ど
に
お
い
て
将
来
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
検

討
が
今
一
度
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　今回掲載したクロストークについては、公民連携ポータルサイトで公表している報告書内で、
参加自治体のこれまでの公共施設マネジメント取組み推進フロー図と概要を掲載しています。

https://management.furusato-ppp.jp/
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辰
野
町
で
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
お
け
る
施
設
総
量
12
％
削
減
を
基

本
方
針
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
少
子
化
を

踏
ま
え
た
「
保
育
園
の
統
廃
合
に
よ
る
配

置
・
規
模
の
見
直
し
」
を
方
針
と
し
て
い

ま
す
が
、
具
体
な
再
編
手
法
が
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
地
理
的
な
要
因
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
編
が
困
難
な
地
区
が
多
い
た
め
、
施

設
の
統
廃
合
に
よ
る
単
な
る
総
量
の
縮
減
で

は
な
く
、
多
様
な
手
法
を
検
討
し
、
丁
寧
な

住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
個
別
施
設
計
画
の
策
定
を

機
に
、
民
間
活
力
の
活
用
及
び
広
域
連
携
手

法
の
検
討
や
、
小
学
校
へ
の
複
合
化
等
に
よ

る
、
未
来
に
向
け
た
新
し
い
保
育
・
教
育
モ

デ
ル
を
検
討
す
べ
く
、
モ
デ
ル
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
主
に
、
①
保
育
園
施
設
適
正

化
の
検
討
、②
未
来
に
向
け
た
新
し
い
保
育・

教
育
モ
デ
ル
の
検
討
、
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
保
育
園
施
設
適
正
化
の
検
討

現
状
分
析
と
課
題
整
理
の
た
め
、
今
後
の

園
児
数
の
見
込
み
や
建
物
改
修
時
期
を
踏
ま

え
た
段
階
的
な
施
設
評
価
を
行
い
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
、
有
識
者
委
員
会
等
の
意
見
を
参

考
に
、
中
長
期
的
な
視
点
で
各
園
の
再
編
方

針
を
設
定
し
ま
し
た
。
施
設
評
価
に
よ
り
、

老
朽
化
が
進
む
Ａ
保
育
園
は
、
早
期
に
再

整
備
が
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
近
隣
小
学
校
と
の
複
合

化
・
保
小
連
携
に
対
し
「
安
心
し
て
小
学
校

生
活
へ
移
行
で
き
る
」
等
の
理
由
か
ら
、
保

護
者
の
半
数
以
上
が
賛
成
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
町
内
の
民
間
事
業
者
へ
意
向

調
査
を
行
い
、
中
山
間
地
に
お
け
る
公
民
連

携
の
有
効
性
や
、
保
育
の
担
い
手
に
な
り
得

る
民
間
事
業
者
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
辰
野
町
は
隣
接
す
る
塩
尻
市
と
、

保
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
「
両
小
野
学
園
」

を
共
同
運
営
し
て
お
り
、
住
民
参
加
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
先
進
的
な

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
実
績
を
踏

ま
え
、
Ａ
以
外
の
保
育
園
に
つ
い
て
も
、
行

政
区
域
を
超
え
た
統
合
や
複
合
化
な
ど
を
検

討
し
、
広
域
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
塩
尻

市
と
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

②
未
来
に
向
け
た
新
し
い
保
育
・
教
育
モ
デ

ル
の
検
討

①
に
よ
り
、
早
急
に
再
整
備
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
Ａ
保
育
園
の
再

整
備
手
法
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
近

隣
小
学
校
に
複
合
化
し
た
場
合
は
、
経
済
性

や
将
来
性
に
優
れ
、
保
小
連
携
の
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

複
合
化
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
得
ら
れ
た
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
小
学
生

と
の
動
線
に
配
慮
し
つ
つ
、
小
学
校
の
既
存

校
舎
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
以
上

を
踏
ま
え
、
新
し
い
保
育
・
教
育
モ
デ
ル
と

な
る
、
Ａ
保
育
園
の
再
整
備
の
考
え
方
を
整

理
し
た
基
本
構
想（
素
案
）を
策
定
し
ま
し
た
。

保
育
園
の
適
正
配
置
を
具
体
的
に
検
討

す
る
に
は
、
住
民
と
十
分
に
意
見
交
換
等
を

行
っ
た
上
で
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
み
で
、
住
民
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
め
て
住
民
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
周
知

機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、例
え
ば
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、

住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の
新
た
な

手
法
を
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
背
景

事
業
内
容

今
後
の
課
題

公共施設マネジメント調査研究事業

施設評価による各園の再編方針

長野県辰野町

モ
デ
ル
市
町
村
1   

長
野
県
辰
野
町

保
小
連
携
、
広
域
連
携
に
よ
る
保
育
・
教

育
の
質
向
上
と
施
設
適
正
化
の
検
討

事
業
連
携
先

中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

人口： 19,089 人
（令 和3年3月1日現在）
面積：169.20ｋ㎡
歳入： 9,244 百万円

（令和元年度）
歳出： 8,698 百万円

（令和元年度）

町の特別シンボル
「ゲンジボタル」

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
財
団
が
モ
デ
ル
市
町
村
に
対
し
、

事
業
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
含
め
た
新
た

な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
市
町
村
に
よ
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
、

そ
の
研
究
成
果
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

令
和
２
年
度
は
長
野
県
辰
野
町
、
鹿
児
島
県
錦
江
町
の
2
団
体
を
モ
デ
ル
市
町
村
と
し
て

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

研
究
モ
デ
ル
事
業
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錦
江
町
で
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
し
、
施
設
総
量
に
つ
い
て
10
年

間
で
5
％
削
減
、
更
新
費
用
1
・
3
億
円

削
減
を
目
標
と
し
、
施
設
の
再
配
置
や
利

活
用
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
公
共
施
設
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
の
で
、
ま
ち
の

質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
町
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
、

総
合
振
興
計
画
、
財
政
計
画
を
連
動
さ
せ

な
が
ら
、
広
域
化
に
よ
る
公
共
施
設
の
包
括

管
理
委
託
、
学
校
施
設
等
の
利
活
用
検
討

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
を
検
討
す
べ

く
、
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

本
事
業
で
は
主
に
、
①
広
域
的
な
公
共

施
設
の
包
括
管
理
委
託
の
検
討
、
②
小
学

校
施
設
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施

設
へ
の
再
生
の
検
討
、
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
広
域
的
な
公
共
施
設
の
包
括
管
理
委
託

の
検
討

施
設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
の
た
め
、

複
数
の
業
務
を
ま
と
め
て
契
約
す
る
、
包

括
管
理
委
託
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
コ
ス
ト
削
減
の
主
た
る
対
象
は
、
契

約
事
務
に
係
る
人
件
費
で
す
。
本
町
の
契

約
事
務
に
係
る
人
件
費
を
計
算
し
た
結
果
、

保
守
点
検
業
務
と
小
規
模
修
繕
業
務
に
係

る
事
務
費
は
、
年
間
で
約
１
６
７
０
万
円
で

し
た
。
契
約
事
務
を
全
庁
で
一
本
化
し
、
人

件
費
を
約
30
万
円
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
約
98
％
の
削
減
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
守
点
検
業
務

と
小
規
模
修
繕
業
務
を
統
合
す
る
こ
と
で
、

更
な
る
事
務
費
削
減
と
的
確
な
判
断
で
迅

速
な
修
繕
が
実
現
し
、
施
設
の
安
全
性
が

向
上
す
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
町
単
独
で
は
事
業
規
模
が
小

さ
い
た
め
、
あ
る
程
度
の
予
算
規
模
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
民
間
事
業
者
が
参
入
し
や
す

い
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
近
隣

市
町
村
と
の
広
域
的
包
括
管
理
委
託
の
可
能

性
に
つ
い
て
も
、
同
時
に
協
議
を
進
め
ま
し

た
。
3
町
合
わ
せ
る
と
年
間
で
、
約
５
千
万

円
以
上
の
契
約
事
務
費
削
減
効
果
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
近
隣
市
町
村
の
合
意
を
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
の
予
算
化
に
向

け
て
、
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

②
小
学
校
施
設
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
施
設
へ
の
再
生
の
検
討

小
学
校
施
設
は
地
域
の
多
世
代
に
お
い

て
、
親
し
み
の
あ
る
施
設
で
す
が
、
放
課

後
及
び
土
日
祝
日
や
長
期
休
暇
に
よ
っ
て
、

施
設
が
使
わ
れ
て
い
な
い
時
間
の
割
合
が

大
き
い
と
い
う
稼
働
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、

小
学
校
施
設
の
地
域
開
放
を
進
め
て
、
周

辺
の
住
民
利
用
施
設
の
機
能
を
組
み
込
み
、

周
辺
施
設
を
統
廃
合
す
る
こ
と
で
、
町
全

体
の
施
設
総
量
の
縮
減
を
目
指
す
こ
と
を

検
討
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
小
学
校
施
設
の
地
域
開
放
は
、

多
く
の
地
域
で
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
管
理
運
営
は
学
校
長
の
ま
ま
で
あ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
本
町
で
は
、
住
民
に
開
放

で
き
る
教
室
を
分
別
し
、
民
間
事
業
者
あ
る

い
は
地
域
団
体
を
管
理
者
と
す
る
こ
と
で
、

学
校
長
の
管
理
責
任
負
担
を
軽
減
で
き
な

い
か
検
討
し
ま
し
た
。
既
に
施
設
の
一
部
を

地
域
開
放
し
て
い
る
Ｂ
小
学
校
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
実
際
の
利
用
団
体
へ
施
設
の
管
理
運

営
を
打
診
し
ま
し
た
が
、
管
理
責
任
の
問
題

か
ら
協
議
が
難
航
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
住

民
団
体
の
負
担
感
を
減
ら
す
た
め
、
従
来
の

契
約
締
結
の
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
清
掃
や
鍵

の
管
理
の
み
な
ど
「
ゆ
る
や
か
な
形
態
」
に

よ
る
施
設
管
理
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

小
規
模
自
治
体
に
お
け
る
包
括
管
理
委

託
は
、
小
規
模
修
繕
を
含
め
た
契
約
事
務
の

一
本
化
に
よ
る
人
件
費
削
減
に
よ
り
、
大
き

な
費
用
削
減
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
契
約
主
体
で
あ
る
任
意
協

議
会
の
構
成
や
、
仕
様
・
点
検
内
容
の
平
準

化
な
ど
、
近
隣
市
町
村
と
の
細
か
な
調
整
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
小
学
校
施
設
に
周
辺
の
住
民
利
用

施
設
の
機
能
を
組
み
込
み
、
そ
の
管
理
運
営

を
地
域
へ
委
ね
る
と
い
う
「
公
の
施
設
化
」

の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
に
合
っ

た
形
で
、
実
現
可
能
な
方
法
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
背
景

事
業
内
容

今
後
の
課
題

鹿児島県錦江町

モ
デ
ル
市
町
村
2   

鹿
児
島
県
錦
江
町

広
域
的
な
公
共
施
設
の
包
括
管
理
委
託
の

検
討
及
び
小
学
校
施
設
等
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
へ
の
再
生
の
検
討

事
業
連
携
先

パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

人口：7,145 人
（令 和3年3月1日現在）
面積：163.19ｋ㎡
歳入： 7,010 百万円

（令和元年度）
歳出： 6,911百万円

（令和元年度）

大根の天日干し
「大根やぐら」

広域的包括管理委託による一体管理のイメージ
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地域産業の育成と発展を支援 ふるさとものづくり支援事業

北海道の最高食材である利尻昆布に道産の鮭節と椎茸を合わせただしパック

Company Profile

NPO法人 利尻ふる里・島づくりセンター
代 表 者▶理事代表　小坂 実
事業内容▶ 利尻島の資源の蘇生に関する事業。地域の活性化を

図るとともに、新たな雇用の創出及び次代を担う子
どもたちが安心して暮らせるよう島の豊かな自然環
境を守っていくことを目的とする事業

所 在 地▶ 〒097-0401 北海道利尻郡利尻町沓形字本町51番地
電話・FAX▶0163-85-7755
e - m a i l ▶kosaka-minoru@town.rishiri.hokkaido.jp

特
産
の
利
尻
昆
布
と
道
産
の
鮭
節
、

椎
茸
で
だ
し
パ
ッ
ク
を
商
品
化

北
海
道
■
利
尻
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

利
尻
ふ
る
里
・
島
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

地
域
資
源
の
蘇
生
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
利
尻
ふ
る
里
・
島
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
が
、
高
級
だ
し
昆
布
と
し
て
知
ら
れ
る

特
産
品
の
利
尻
昆
布
の
高
付
加
価
値
化
に
取

り
組
み
、
羅
臼
の
鮭
節
と
下
川
の
椎
茸
を
加

え
て
北
海
道
の
一
級
素
材
だ
け
の
「
利
尻
昆
布  

出だ

汁し

っ
こ
パ
ッ
ク
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
同

法
人
の
小
坂
実
・
理
事
代
表
に
商
品
化
の
き
っ

か
け
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
、
開
発
時
の
苦
労
な

ど
を
伺
い
ま
し
た
。

企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が支援を行う場合に、財団が当該市町村に対し補助
金を交付することで、地域産業の育成・振興に資するよう地域における投資や雇用の創出を促進するものです

ふるさとものづくり支援事業
地域産業の育成と発展を支援
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「
地
域
資
源
の
蘇
生
」
で
ま
ち
づ
く
り
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
利
尻
ふ
る
里
・
島
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は

平
成
19
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
前
身
は
商
品
価
値
が

な
く
捨
て
ら
れ
て
い
た
利
尻
島
の
周
辺
海
域
で
採
れ
る

海
藻
類
を
押
し
葉
ア
ー
ト
と
し
て
活
用
し
、
ま
ち
の
活

性
化
に
繋
げ
よ
う
と
つ
く
ら
れ
た
任
意
団
体
で
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
が
、

人
材
が
育
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
が
で
き
て
き
た
こ

と
を
受
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
。
活
動
拠
点
と
し
て

空
き
店
舗
に
な
っ
て
い
た
歴
史
的
建
造
物
の
海
産
問
屋

を
再
生
し
て
「
島
の
駅
・
海
藻
の
里
利
尻
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
海
藻
押
し
葉
作
品
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や

カ
フ
ェ
を
運
営
し
、
観
光
客
と
地
元
住
民
の
交
流
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

利
尻
島
は
ニ
シ
ン
漁
と
利
尻
昆
布
漁
で
栄
え
ま
し
た

が
、
昭
和
31
年
の
ニ
シ
ン
の
不
漁
を
境
に
漁
業
の
衰
退

が
始
ま
り
、
現
在
で
は
漁
業
者
の
減
少
に
伴
っ
て
定
住

人
口
の
大
幅
な
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で

し
た
。「
地
域
資
源
の
蘇
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
地
域
経
済

の
不
振
解
消
は
喫
緊
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

少
な
か
っ
た
道
産
品
だ
け
の
競
合
品

利
尻
島
の
一
番
の
特
産
品
は
何
と
い
っ
て
も
利
尻
昆

布
で
す
。
し
か
し
昔
か
ら
干
し
た
利
尻
昆
布
の
根
元
や

端
の
枯
れ
た
部
分
を
取
り
除
い
て
成
形
し
た
花
折
昆
布

の
形
で
取
引
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
全
量
が
漁
協
を
通
じ

素
材
商
品
と
し
て
主
に
関
西
に
販
売
さ
れ
、
高
級
昆
布

と
し
て
消
費
者
に
は
高
価
格
帯
で
販
売
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
漁
業
者
の
収
入
増
に
は
な
か
な
か
結
び
つ
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
地
元
で
商
品
ま
で
製
造
し
て
付
加
価
値

を
付
け
る
道
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
尻
町
役
場
を
退
職
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
利
尻
ふ
る

里
・
島
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
専
業
に
踏
み
出
し
た
小
坂
事

務
局
長
（
当
時
）
ら
は
利
尻
昆
布
を
活
用
し
た
商
品
の

検
討
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
味
が
濃
く
透
明
で
澄
ん

だ
香
り
の
高
い
だ
し
が
取
れ
る
た
め
京
都
の
会
席
料
理

な
ど
で
好
ん
で
使
わ
れ
て
い
る
利
尻
昆
布
の
特
長
を
生

か
し
、
だ
し
パ
ッ
ク
を
開
発
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

だ
し
パ
ッ
ク
の
競
合
商
品
は
多
数
あ
り
ま
す
。
日
本

各
地
の
素
材
を
集
め
た
高
級
だ
し
パ
ッ
ク
も
あ
り
ま
し

た
が
、
北
海
道
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
が
少
な
い

こ
と
に
着
目
。
利
尻
昆
布
は
養
殖
で
は
な
く
天
然
の
4

等
品
を
使
い
、
そ
こ
に
羅
臼
町
産
の
鮭
節
、
下
川
町
産

の
椎
茸
を
加
え
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
食
の
地
域
ブ

ラ
ン
ド
「
北
海
道
産
品
」
の
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
活
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

配
合
割
合
な
ど
に
主
婦
モ
ニ
タ
ー
活
用

利
尻
昆
布
は
上
品
な
味
で
あ
っ
た
一
方
で
主
張
は
強

く
な
か
っ
た
た
め
、
鮭
節
や
椎
茸
の
う
ま
味
と
う
ま
く

調
和
さ
せ
る
に
は
料
理
の
専
門
家
の
協
力
が
不
可
欠
で

し
た
。
材
料
の
分
量
や
粉
砕
加
減
、
配
合
割
合
、
パ
ッ

ク
の
素
材
な
ど
に
つ
い
て
地
道
に
テ
ス
ト
を
重
ね
、

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
文
化
教
室
を
活
用
し
て
主
婦
に
よ
る

食
味
モ
ニ
タ
ー
も
実
施
し
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
の
回
数

は
5
、
6
回
に
も
な
り
、
1
日
に
複
数
回
の
食
味
調
査

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
た
ど
り
着
い

た
割
合
は
利
尻
昆
布:

鮭
節:

椎
茸
が
6
：
3
：
1
で

し
た
。

出
来
上
が
っ
た「
利
尻
昆
布 

出だ

汁し

っ
こ
パ
ッ
ク
」は
、

10
㌘
パ
ッ
ク
が
5
個
入
っ
て
８
０
０
円
（
税
別
）
で
す
。

10
㌘
パ
ッ
ク
で
約
４
０
０
㏄
の
だ
し
を
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
類
似
商
品
に
比
べ
価
格
的
に
は
高
め
に
な
り

ま
し
た
が
、
商
談
会
で
は
オ
ー
ル
北
海
道
の
一
流
素
材

で
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
は
消
費

者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
絞
り
や
す
い
と
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

商
品
化
後
、
初
年
度
は
７
０
０
個
、
２
年
目
は
１
５

採取され、小砂利が敷き詰められた干
かん
場
ば
で天日乾燥される利尻昆布。後ろは利尻富士の別

名がある利尻山



利
尻
昆
布
は
だ
し
昆
布
と
し
て
有
名
で
す

が
、
花
折
昆
布
な
ど
そ
の
ま
ま
の
形
態
で
販

売
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
関

西
方
面
な
ど
で
再
加
工
さ
れ
、
高
付
加
価
値

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、「
利
尻
昆
布
の

里
」
と
し
て
、
島
内
で
の
加
工
を
一
層
推
進

し
て
高
付
加
価
値
化
を
進
め
、
道
内
他
地
域

と
の
連
携
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
多
種

多
様
の
魅
力
的
な
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
事
業
に
着
手
し
ま

し
た
が
、お
か
げ
さ
ま
で
地
元
経
済
の
活
性
化
、

雇
用
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
事
業
か
ら
得
た
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル

を
活
か
し
、
さ
ら
な
る
利
尻
町
の
地
域
活
性

化
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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地域産業の育成と発展を支援 ふるさとものづくり支援事業

０
０
個
を
生
産
し
ま
し
た
。「
島
の
駅
」
を
始
め
全

国
の
離
島
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
離
島
キ
ッ
チ
ン
札

幌
店
や
催
事
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

人
か
ら
北
海
道
産
の
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
「
利
尻
昆

布 

出だ

汁し

っ
こ
パ
ッ
ク
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し

て
い
た
だ
き
、
売
り
上
げ
は
順
調
で
す
。

ふ
る
さ
と
財
団
の
助
成
で
商
品
化
実
現

今
回
の
だ
し
パ
ッ
ク
の
商
品
開
発
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

利
尻
ふ
る
里
・
島
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
29
年

度
の
ふ
る
さ
と
財
団
の
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援

事
業
に
応
募
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
小
坂
理
事
代

表
は
「
お
か
げ
で
自
前
で
は
な
か
な
か
費
用
を
掛
け

ら
れ
な
い
地
道
な
素
材
実
験
や
モ
ニ
タ
ー
の
食
味
調

査
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
方
で
活
動

す
る
小
さ
な
団
体
に
と
っ
て
助
成
規
模
も
含
め
て
ゼ

ロ
か
ら
完
成
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
け
る
数
少

な
い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
団
体
が
活

用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

小
坂
理
事
代
表
ら
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
引

き
続
い
て
昆
布
味
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
酢
の
す
っ

ぱ
さ
を
少
し
抑
え
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、
海
藻
サ
ラ
ダ
、

餃
子
、
魚
料
理
、
肉
料
理
な
ど
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
感

覚
で
幅
広
く
使
え
る
「
利
尻
昆
布
酢
」
を
新
た
に
商

品
化
し
ま
し
た
。
相
次
い
で
利
尻
昆
布
の
派
生
商
品

を
開
発
で
き
た
背
景
に
は
、「
商
品
開
発
は
生
産
者

だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
消
費
者
視
点
で
」
と
い

っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
だ
し
パ
ッ
ク
の
開
発
過
程
で
実
感

し
た
こ
と
が
奏
功
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

利
尻
町
　  

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
　
課
長 

佐
藤
弘
人
氏

利尻町ホームページ
http://www.town.rishiri.hokkaido.jp

だしパックづくりは丁寧に手作業で行われる

真心を
こめて

ひとつ
ひとつ
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地 元 探 訪

利尻町は、北海道北部の日本海に位置する利尻島の西側にあります。全国
的にも有名な利尻昆布やウニなどの海の幸に恵まれ、自然豊かな漁業と観光
の町です。

島の中央には利尻富士の別名がある利尻山（1,721メートル）がそびえ、山
麓の利尻礼文サロベツ国立公園には、リシリヒナゲシなどの高山植物やエゾ
カンゾウをはじめとする色とりどりの花々が咲く自然の宝庫です。

神居海岸パーク ウニ採り体験・利尻昆布お土産づくり体験
実際に漁師が使う「タモ」と呼ばれる網と「箱メガネ」を使い、海中のウ
ニを採っていただきます。採ったウニはすぐに割って食べるという美味し
くて楽しい極上体験です。利尻昆布を使って３つのお土産を作っていただ
くお土産づくり体験もやっています。　

海藻押し葉クラフト体験
利尻島周辺には 100 種類以上の海藻があります。
海岸に打ち寄せられた海藻押し葉と島に咲く野の
花の押し花を使って、ハガキ、しおり、キーホルダー
をつくります。地元の人たちが手作業で海藻を塩
抜きして乾燥させた素材を使います。　

利尻島の駅 
「海藻の里　利尻」
約 130 年前の旧海産物問屋「兼上　
渡辺商店」跡で、利尻では最も古
い建物とされています。NPO 法人
利尻ふる里・島づくりセンターの拠
点として利用されているほか海藻押
し葉の展示や制作体験を行っていま
す。カフェや物販コーナーも併設。

 利尻町定住移住支援センター「ツギノバ」
定住移住促進や関係人口創出・拡大の拠点として、閉校した旧町立沓形中学校校舎
を活用して「ツギノバ」を開設。住宅や仕事といった定住移住相談や町の暮らしに
関する情報発信等を行うワンストップ窓口として機能しています。後ろは利尻山です。

RISHIRI

利尻町
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は
じ
め
に

私
は
父
親
が
事
業
を
起
こ
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
15
歳
の
と
き
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支

援
を
志
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
公
認
会
計
士
の

資
格
を
取
り
、
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ
に
入
り
、

社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
形
で
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
支
援
す
る
会
社
を
10
年
前
に
起
こ
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
、

大
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
さ
ら
に
は

政
府
・
自
治
体
と
一
緒
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

我
々
の
事
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
挑
戦
す
る
人

と
共
に
、
未
来
を
拓
く
」
で
す
。
周
り
の
人
た

ち
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
着
火
し
て
い
く
起
業

家
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
自
身
も
熱
意
を

持
っ
て
い
く
挑
戦
者
、
こ
う
い
う
人
た
ち
と
一

緒
に
社
会
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

２
０
２
０
年
７
月
に
公
表
さ
れ
た
「
世
界
電

子
政
府
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
日
本
は
前
回
２

０
１
８
年
の
10
位
か
ら
14
位
に
落
ち
て
い
ま
す
。

２
回
連
続
で
１
位
を
獲
得
し
て
い
る
デ
ン
マ
ー

ク
で
は
、電
子
政
府
シ
ス
テ
ム
で
認
証
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
金
銭
・
取
引
・
医
療
記
録
等

が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
で
様
々
な
問
題
が
顕

在
化
し
、
国
・
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
、

人
材
不
足
等
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
政
府
は
デ
ジ
タ
ル
庁
構
想
を
打
ち

出
し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー
ト
た
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
な
る
活
用
、
迅
速
な

給
付
の
実
現
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
臨
時
措
置

の
定
着
・
拡
充
、
国
と
地
方
を
通
じ
た
デ
ジ
タ

ル
基
盤
の
構
築
、
の
４
つ
を
喫
緊
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

行
政
Ｄ
Ｘ
に
は
、
広
く
言
う
と
基
盤
と
、
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
イ
ヤ
ー
と
言
わ
れ
る
見
た

目
・
使
い
易
さ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
政

府
と
し
て
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
活
用
し
て

サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
中
で
、

使
い
易
さ
に
お
い
て
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

サ
ー
ビ
ス
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

行
政
手
続
を
進
め
る
上
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

活
用
を
阻
む
壁
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
一
番

多
い
の
が
「
煩
雑
な
手
続
き
」
と
「
実
績
主
義
」

で
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
少
し
ず
つ
解
決
し
、

こ
の
壁
を
打
破
す
る
事
に
よ
り
、
行
政
Ｄ
Ｘ
の

強
力
な
推
進
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

我
々
は
今
回
の
デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
を
受
け
て
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
策
も
提
言
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
目
的
に
よ
り
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
異

な
り
ま
す
。
自
治
体
に
と
っ
て
は
地
域
課
題
・

行
政
課
題
の
解
決
、
自
治
体
に
お
け
る
競
争
優

位
の
確
立
が
重
要
で
す
。
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

は
公
募
型
・
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
型
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
自
治
体
も
今
実
施
し
て
い
る
も
の
を

是
非
分
類
し
て
、
他
の
自
治
体
を
参
考
に
し
な

が
ら
進
め
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

８
月
に
自
治
体
の
約
２
０
０
人
に
き
て
も
ら

っ
て
、
地
域
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
日
本
全
国
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
16
社
よ
る
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ピ
ッ

チ
「
Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ 

Ｐ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
地
域
Ｄ
Ｘ
に
寄
与
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
多
く
あ
り
ま
す
。
既
存
の
行
政
手
続
き

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
公
共
機

関
・
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
支
援
、
更
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
・
個
人
情
報
保
護
、
そ
し
て
Ｄ
Ｘ
人
材

の
育
成
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
活
用
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
事
例
も
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
地
域
か
ら
事
業
拡

大
を
進
め
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

こ
の
10
年
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
取
り
巻
く
状
況

は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
先
ず
、
資
金

調
達
。
以
前
は
１
億
円
集
め
れ
ば
優
秀
と
言
わ

『
地
方
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』

〜
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
地
方
に
あ
る

講
演
1

行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
事
業
拡
大

デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

ベ
ン
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

斎
藤
祐
馬
氏

（
さ
い
と
う
　
ゆ
う
ま
）

令
和
2
年
度 

地
域
産
業
交
流
セ
ミ
ナ
ー 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

プロフィール

　1983 年愛媛県生まれ。慶応義塾大学卒業後、
2010 年よりトーマツ ベンチャーサポート株式会社
（現 デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会社）
の事業立ち上げに参画。2019 年デロイト トーマツ 
ベンチャーサポート 代表取締役社長。公認会計士。
　世界中の大企業の新規事業創出支援、ベンチャー
政策の立案まで手掛けている。起業家が大企業 100
人にプレゼンを行う早朝イベントMorning Pitch 発
起人。主な著書は『一生を賭ける仕事の見つけ方』（ダ
イヤモンド社）。新聞・雑誌・テレビ・オンラインメ
ディア等、メディア掲載多数。「2017年 日経ビジネ
ス 次代を創る 100人」に選出。

統
一
テ
ー
マ

世
界
電
子
政
府
ラ
ン
キ
ン
グ
（
国
連
加
盟
193
ケ
国
対
象
）

順位 2018年 2020年
1 デンマーク デンマーク
2 オーストラリア 韓国
3 韓国 エストニア
4 イギリス フィンランド
5 スウェーデン オーストラリア
6 フィンランド スウェーデン
7 シンガポール イギリス
8 ニュージーランド ニュージーランド
9 フランス アメリカ
10 日本 オランダ
11 アメリカ シンガポール
12 ドイツ アイスランド
13 オランダ ノルウェー
14 ノルウェー 日本
15 スイス オーストリア

（出所：UNDESA）
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れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
10
億
、
20
億
円
集
め

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
多
数
出
て
き
て
い
ま
す
。

次
に
、
大
企
業
と
の
距
離
。
様
々
な
大
企
業
が

新
規
事
業
を
起
こ
す
な
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
組
む

と
い
う
選
択
肢
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
政
府
。
全
国
の
自
治
体
を
含
め
て
思

い
切
っ
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支
援
し
よ
う
と

い
う
風
土
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ

ア
。『
日
経
新
聞
』
な
ど
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、そ
れ
に
よ
り
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
世
に
知
ら
し
め
ら
れ
、
多
く
の
人
が
起

業
家
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
日
本
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
・
株
式
公
開
ま
で
含

め
て
、
恐
ら
く
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
起

業
し
易
い
国
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、

日
本
の
時
価
総
額
ト
ッ
プ
の
大
企
業
は
こ
こ
20

〜
30
年
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
・
中
国
は
ト
ッ
プ
10
が
入
れ
替
わ
り
、
時
価

総
額
１
兆
円
を
超
え
る
会
社
も
入
れ
替
わ
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。
今
後
、
時
価
総
額
１
兆

円
程
度
を
超
え
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
ど
れ
く

ら
い
出
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
５
年
、

10
年
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
国
内
だ

け
で
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
の
目
線
で
や
っ
て
い
く
、

あ
る
い
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
だ
け
で
な
く
あ
る
程
度
の

会
社
は
Ｍ
＆
Ａ
を
し
て
も
う
１
回
起
業
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
本
田
宗
一
郎
さ
ん
は

２
回
目
の
起
業
で
は
ト
ヨ
タ
に
売
却
し
３
回
目

で
ホ
ン
ダ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
連
続

起
業
家
が
多
数
生
ま
れ
て
い
く
た
め
の
Ｍ
＆
Ａ

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
か
な
り
進
ん
で
き
た
の
で

す
が
、
こ
こ
か
ら
更
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
な
る
と
10
年

前
と
比
べ
る
と
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当

の
意
味
で
地
域
を
担
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
生

ま
れ
た
と
こ
ろ
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま
す

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
ブ
レ
ー
ク
す
る
た

め
の
三
つ
の
要
素
は「
資
金
」、「
提
携
」、「
Ｐ
Ｒ
」、

で
す
が
、
そ
の
前
の
ベ
ー
ス
と
し
て
の
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
―
東
京
に
集
積
さ
れ
た
金
・
人
・

物
・
情
報
、
こ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
い
か
に
う

ま
く
繋
が
っ
て
い
く
か
、
が
大
事
で
す
。
お
金

は
東
京
か
ら
集
め
て
、
Ｐ
Ｒ
も
東
京
で
う
ま
く

や
り
、
地
域
で
い
い
人
材
を
集
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
会
社
を
育
ん
で
い
く
こ

と
が
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
の
成
功
ポ

イ
ン
ト
と
思
い
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
要
素
を
使
っ
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
成
長
し
て
い
き
ま
す
が
、
最
初
は
あ
る

程
度
赤
字
を
出
し
ま
す
。
現
在
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
い
わ
れ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
外

部
か
ら
株
で
資
金
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
）
を
集
め
、

赤
字
を
出
す
過
程
を
経
て
大
き
く
成
長
し
て
い

く
の
が
現
在
の
や
り
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次

に
、
資
金
が
集
ま
れ
ば
事
業
を
作
っ
て
売
上
を

計
上
し
て
マ
ネ
タ
イ
ズ
し
て
い
く
ス
テ
ー
ジ
に

入
り
ま
す
。
こ
れ
が
で
き
て
く
る
と
多
く
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
向
け
て
動
き
出
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
前
後
で

更
に
上
の
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
と
組
織
の
課
題
が

出
て
き
ま
す
。
大
体
30
人
、
50
人
、
１
０
０
人

と
い
う
壁
が
あ
り
ま
す
。
上
場
企
業
で
も
１
０

０
人
の
壁
を
ま
だ
越
え
ら
れ
て
い
な
い
会
社
は

あ
り
ま
す
。
会
社
の
牽
引
は
10
人
以
上
の
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
、各
ユ
ニ
ッ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
に
委
ね
、

社
長
や
役
員
は
全
体
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

作
る
こ
と
に
集
中
し
、
個
別
の
案
件
を
直
接
こ

な
す
ス
テ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
フ
ラ
、
会
社
を
作
る

ス
テ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
１
０
０
人
の

壁
を
越
え
て
、
会
社
は
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
中
で
事
業
拡
大
し
て
い
く
と
き
に
三
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
先
ず
は
、「
大
企
業

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」
で
、
そ
の
中
で
一

番
有
効
な
の
は
Ｉ
Ｖ
Ｓ
や
Ｔｅ
ｃ
ｈ
Ｃ
ｒ
ｕ
ｎ
ｃ

ｈ
な
ど
の
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
ラ
ン
キ

ン
グ
に
入
っ
て
く
る
と
投
資
家
も
注
目
し
ま
す

し
、
メ
デ
ィ
ア
も
取
り
上
げ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

次
に
、「
大
企
業
と
最
初
の
提
携
事
例
作
り
」

で
す
。
大
企
業
も
ど
こ
か
有
名
企
業
と
提
携
し

て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
は
心
理
的
に
組
み

易
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
企
業
と
組
む
と
き

に
は
、
案
件
を
通
せ
る
力
が
あ
る
担
当
者
―
決

裁
権
が
あ
り
本
当
に
動
い
て
く
れ
そ
う
な
人
、

を
見
極
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
担
当
者
が
ど

ん
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
も
っ
て
い

る
の
か
を
把
握
し
、
そ
の
人
た
ち
が
社
内
で
案

件
を
通
し
易
い
よ
う
に
、
結
果
を
出
し
易
い
よ

う
な
提
案
を
す
る
、
と
い
う
気
持
ち
で
臨
む
と

大
企
業
へ
の
提
案
は
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
。

行
政
で
も
日
本
全
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
成
長

支
援
を
行
う
事
業
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
ｓ 

Ｔ
ｏ
ｋｙ
ｏ
」

を
開
始
し
て
お
り
、
地
域
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

は
昔
と
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
東
京
の
大
企
業
や

メ
デ
ィ
ア
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
接

点
を
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
う
ま
く
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
事

業
を
伸
ば
し
な
が
ら
地
域
の
ハ
ブ
の
企
業
に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
実
現
可
能
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

最
後
に「
メ
デ
ィ
ア
露
出
と
資
金
調
達
」で
す
。

ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

大
企
業
と
の
提
携
事
例
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
メ
デ
ィ
ア
に

出
た
実
績
な
ど
を
フ
ッ
ク
に
資
金
調
達
を
し
て
、

そ
こ
か
ら
事
業
を
加
速
す
る
と
い
う
過
程
が
大

事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
10
年
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
は
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
投
資
金
額

の
内
の
３
〜
４
割
は
大
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
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ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
す
。
大
企
業
が
ベ

ン
チ
ャ
ー
に
出
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
が
多
数
で
き

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
を
狙
っ
て
大
企
業
と
の
提

携
に
繋
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

投
資
家
が
見
極
め
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

大
企
業
あ
る
い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
家
は
ど

ん
な
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
い
る
か
？
先
ず
起
業
家

の
マ
イ
ン
ド
面
で
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は

「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
持
っ
て
周
り
を
着
火
で
き
る

力
、
つ
ま
り
周
り
を
応
援
者
に
で
き
る
力
で
す
。

二
つ
目
が「
覚
悟
」を
持
っ
て
い
る
こ
と
、５
年
、

10
年
と
起
業
に
人
生
を
懸
け
ら
れ
る
こ
と
が
事

業
へ
の
本
当
の
意
味
で
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

示
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
、
口
で

話
す
ス
ト
ー
リ
ー
、
背
中
で
見
せ
る
覚
悟
、
こ

れ
を
フ
ッ
ク
に
如
何
に
周
り
を
気
持
ち
よ
く
巻

き
込
め
る
か
、
の
「
巻
き
込
み
力
」
で
す
。

更
に
事
業
面
で
も
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

が
「
市
場
規
模
」、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
ど
ん

な
に
経
営
者
が
優
秀
で
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小

さ
く
な
っ
て
い
た
り
、
伸
び
て
い
な
い
場
合
は
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
逆
走
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
事
業
を
作
る
の
は
難
し

い
の
で
、
ま
ず
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
最
初
に
見
ま
す
。

次
に
「
差
別
化
」
で
す
。
簡
単
に
言
う
と
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
対
し
て
シ
ェ
ア
を
ど
う
取
っ
て
い
く

か
と
い
う
話
で
す
。
こ
れ
に
は
技
術
的
な
差
別

化
と
戦
略
的
な
差
別
化
が
あ
っ
て
、
事
業
計
画

の
中
で
ど
れ
だ
け
ク
リ
ア
に
説
明
で
き
る
か
が

差
別
化
を
う
ま
く
言
い
表
す
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
市
場
規
模
」、「
差
別
化
」、
こ
れ
は
い
け
る

か
も
し
れ
な
い
と
な
っ
た
と
き
に
、
最
後
は
未

来
の
こ
と
だ
か
ら
誰
も
分
か
ら
な
い
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
担
保
す
る
の
が
「
チ
ー

ム
」
で
す
。
こ
れ
は
経
営
者
自
身
も
そ
う
で
す

し
、
一
人
だ
け
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
Ｃ
Ｆ
Ｏ

と
か
Ｃ
Ｔ
Ｏ
と
か
、
チ
ー
ム
と
し
て
や
り
き
れ

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。「
市
場
規
模
」・「
差

別
化
」・「
チ
ー
ム
」、
こ
の
三
つ
を
投
資
家
は
シ

ビ
ア
に
見
て
い
ま
す
の
で
、
い
か
に
事
業
計
画

で
表
現
で
き
る
か
、
こ
の
点
は
強
く
認
識
を
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、「
市
場
規
模
」
で
す
が
、
例
え
ば
介
護

事
業
な
ど
で
市
場
は
10
何
兆
円
あ
り
ま
す
と
い

う
話
は
意
味
が
な
く
、
実
際
に
皆
さ
ん
が
開
発

し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
、
手
触
り
感
が
あ
る

形
で
リ
ア
ル
に
狙
え
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ど
れ
く

ら
い
か
が
大
事
で
、
１
０
０
０
億
円
オ
ー
バ
ー

と
語
れ
る
と
い
い
で
す
。
た
だ
、
や
り
た
い
事

業
を
ど
れ
だ
け
や
っ
て
も
１
０
０
億
円
ぐ
ら
い

か
な
と
い
う
時
は
、
抽
象
化
す
る
と
い
う
コ
ツ

が
あ
り
ま
す
。
我
々
も
最
初
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
事
業
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
が
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、

抽
象
化
し
て
挑
戦
者
を
支
援
す
る
会
社
だ
と
定

義
付
け
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

支
援
は
当
然
で
す
が
、
大
企
業
の
社
内
起
業
家

支
援
、
あ
る
い
は
事
業
承
継
の
第
二
創
業
の
事

業
支
援
、
政
府
・
自
治
体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

支
援
と
い
う
形
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
一
気
に
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
や
り

た
い
事
業
を
少
し
抽
象
化
し
て
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
落
ち
な
い
範
囲
で
事
業
の
幅
を
広
げ
て
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。

ま
た
、
事
業
拡
大
の
と
き
は
メ
デ
ィ
ア
は
非

常
に
有
効
で
す
。
い
き
な
り
事
業
を
全
国
展
開

す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
ま
ず
は
東
京
、
全
国

の
『
日
経
』
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

に
こ
の
地
域
で
こ
ん
な
面
白
い
取
り
組
み
を
や

っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
、
全

国
区
の
知
名
度
を
狙
い
に
い
く
の
が
ス
タ
ー
ト

で
す
。
全
国
区
の
知
名
度
が
あ
れ
ば
、
全
国
か

ら
そ
の
会
社
に
入
り
た
い
、
取
引
し
た
い
、
出

資
し
た
い
と
い
う
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
最

初
に
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
を
徹
底
的
に
や
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

人
を
動
か
す
た
め
の
３
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

メ
デ
ィ
ア
を
巻
き
込
む
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
ど
う
盛
り
込
む
か
？
一
つ
目
は
「
マ
イ
ス
ト
ー

リ
ー
」。
自
身
の
人
生
の
山
あ
り
谷
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
経
験
の
中
で
私
は
こ
れ
を
解
決
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
い
う
自
分
自
身
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
す
。
自
分
自
身
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

話
す
と
周
り
の
人
は
、
思
い
付
き
じ
ゃ
な
い
ん

だ
、
本
気
で
や
っ
て
い
る
ん
だ
、
信
頼
し
よ
う
、

と
な
り
ま
す
。

二
つ
目
は
「
ア
ワ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
」。
目
線
を

個
人
、
会
社
、
業
界
、
社
会
と
段
々
上
げ
て
い

き
ま
す
。自
分
だ
け
の
話
を
し
て
い
る
と
周
り
は
、

そ
れ
は
私
に
は
関
係
な
い
、
と
協
力
し
て
く
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
会
社
は
こ
う
す
べ
き
だ
、
と

話
し
だ
す
と
同
じ
会
社
の
人
は
賛
同
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
業
界
は
こ
う
す
べ
き
だ
、
と
言
う

と
同
じ
業
界
の
人
は
賛
同
し
て
く
れ
ま
す
。
更

に
社
会
の
話
を
し
て
い
く
と
、
職
業
に
関
係
な

く
よ
り
多
く
の
人
が
賛
同
し
て
く
れ
ま
す
。
私

と
い
う
Ｉ
と
あ
な
た
と
い
う
Ｙ
ｏ
ｕ
、
こ
れ
を

我
々
の
Ｗ
ｅ
に
変
え
て
い
く
の
で
す
。

Ｍｙ
、
Ｏ
ｕ
ｒ
、
こ
の
二
つ
を
話
す
と
、
重

要
な
の
は
分
か
っ
た
け
れ
ど
も
緊
急
じ
ゃ
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
協
力
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
最
後
に
重
要
な
の
が
「
Ｎ
ｏ
ｗ
」

で
す
。
期
限
を
区
切
っ
て
緊
急
性
を
出
す
と

い
う
こ
と
で
す
。
特
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
人
の
共

感
を
得
る
と
い
う
意
味
で
も
大
事
な
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
す
。

最
後
に
、
新
規
事
業
を
起
こ
す
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
を
伸
ば
す
と
き
の
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
を
お

話
し
し
ま
す
。
ま
ず
、「
ビ
ジ
ョ
ン
」。
こ
つ
こ

つ
事
業
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
が
、

本
当
に
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
に
は
そ
れ
だ

け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。「
こ
ん
な
ふ
う
に
社
会
を

変
え
る
」
と
い
う
熱
意
を
持
っ
て
周
り
を
わ
く

わ
く
さ
せ
る
こ
と
が
ベ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
こ

の
と
き
に
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

て
も
ら
い
な
が
ら
期
待
値
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
そ
の
期
待
値
を
も
っ
て
、
人
・
お
金
と

い
う
「
リ
ソ
ー
ス
」
を
投
資
し
て
も
ら
い
力
を

借
り
る
。
最
後
に
、
そ
れ
が
う
そ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
「
結
果
を
出
す
」。
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
、

リ
ソ
ー
ス
を
集
め
て
、
結
果
を
出
す
、
こ
れ
を

何
回
転
も
し
て
い
く
こ
と
で
事
業
を
伸
ば
し
て

い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
ス
タ
ン
ス
で
日
本
を
変
え
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
我
々
と
一

緒
に
社
会
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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森
を
起
点
と
し
て
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

ス
タ
ー
ト

私
は
岡
山
県
西
粟
倉
村
で
ふ
る
さ
と
財
団
の

地
域
再
生
マ
ネ
ジ
ャ
ー
事
業
に
関
わ
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
西
粟
倉
村
で
移
住
者
を
増
や

し
、
起
業
を
す
す
め
る
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
増
や
す
取
り
組
み
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。
私
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
エ
ー
ゼ
ロ

（
株
）
は
、
森
の
中
の
一
番
表
面
の
落
ち
葉
の
層

を
Ａ
０
層
と
言
う
よ
う
に
、
森
の
生
態
系
の
循

環
を
支
え
て
い
く
腐
葉
土
層
の
よ
う
に
地
域
経

済
の
循
環
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
こ
の
社

名
に
し
て
い
ま
す
。

西
粟
倉
村
は
97
％
が
山
林
で
、
合
併
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
決
め
た
２
０
０
４
年
ご
ろ
か
ら

地
域
再
生
マ
ネ
ジ
ャ
ー
事
業
が
始
ま
り
、
い
ろ

い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
、
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
は
現
在
45
社
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

過
疎
化
・
高
齢
化
は
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
減

少
し
て
い
た
子
ど
も
の
数
が
２
０
１
１
年
を
底

に
回
復
に
転
じ
、
新
し
く
雇
用
が
生
ま
れ
、
売

り
上
げ
も
伸
び
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。
過
疎
化
と
い
う
の
は
た
だ
一
方

的
に
進
む
も
の
で
は
な
く
、
見
方
を
変
え
れ
ば

人
件
費
や
土
地
や
い
ろ
い
ろ
な
資
材
が
安
く
手

に
入
る
と
い
う
投
資
し
甲
斐
の
あ
る
環
境
が
整

う
と
い
う
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
設
備
へ
の

投
資
の
ほ
か
、
特
に
人
へ
の
投
資
を
し
て
い
く

中
で
景
気
が
も
う
一
回
上
昇
し
て
い
く
よ
う
な

流
れ
は
地
域
で
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
や
っ
て

い
ま
す
し
、
実
際
西
粟
倉
村
で
も
賃
貸
物
件
の

価
格
は
上
昇
基
調
に
あ
り
ま
す
。

西
粟
倉
村
で
は
２
０
０
８
年
か
ら
「
百
年
の

森
林
（
も
り
）
構
想
」
を
掲
げ
、
森
を
中
心
に

地
域
の
経
済
を
作
り
直
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
構
想
の
実
行
の
た
め
に
木
材
の

加
工
・
流
通
の
拠
点
と
し
て
（
株
）
西
粟
倉
・

森
の
学
校
と
い
う
会
社
を
２
０
０
９
年
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
無
垢
床
材
の
「
ユ
カ
ハ

リ
・
タ
イ
ル
」
と
い
う
ヒ
ッ
ト
商
品
が
出
せ
た

こ
と
で
何
と
か
今
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

は
既
存
の
製
材
工
場
と
の
競
合
を
避
け
、
賃
貸

物
件
向
け
の
木
材
製
品
と
し
て
開
発
・
販
売
し

た
も
の
で
す
。こ
の
床
材
が
年
間
５
万
枚
ぐ
ら
い
、

売
り
上
げ
で
７
千
万
円
ぐ
ら
い
ま
で
拡
大
し
た

主
力
商
品
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
中
核
に
丸

太
の
売
買
な
ど
を
含
め
、
直
近
で
は
４
億
３
千

万
円
ぐ
ら
い
の
売
上
規
模
、
従
業
員
約
30
名
の

会
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
森
の
学
校
の
工
場
か
ら
出
る
木
く
ず
や

廃
材
を
燃
料
と
し
て
水
槽
の
水
を
温
め
、
廃
校

の
体
育
館
を
利
用
し
て
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
を
行
っ

て
い
ま
す
。
体
育
館
は
床
が
非
常
に
頑
丈
で
大

き
な
水
槽
を
置
い
て
も
荷
重
に
耐
え
ら
れ
、
地

下
に
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
配
管
も
し
や
す
い

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ウ
ナ
ギ
の

養
殖
で
出
る
排
水
を
今
度
は
畑
で
活
用
し
て
野

菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
に
あ
る
も
の

と
人
で
い
か
に
価
値
を
生
ん
で
い
く
か
、
何
か

新
し
い
価
値
を
生
む
プ
ロ
セ
ス
で
出
て
く
る
ご

み
に
な
る
も
の
を
ど
う
や
っ
て
資
源
に
し
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

循
環
し
て
仕
事
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
村
全
体

で
い
ろ
い
ろ
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
増
え
て
い
く
中

で
い
ろ
い
ろ
な
連
携
が
生
ま
れ
て
育
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
森
を
起
点
と
し
た
循
環
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
の
人
の
育
成
と
活
用

西
粟
倉
村
で
新
し
い
事
業
を
生
み
出
す
際
に

意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、「
植
人
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
人
を
育
て
て
い
く
こ
と
で
す
。
西
粟

倉
村
は
た
く
さ
ん
木
を
植
え
て
育
て
て
き
ま
し

た
。
百
年
の
森
林
構
想
で
は
、
50
年
育
て
て
き

た
森
を
諦
め
ず
に
あ
と
50
年
、
１
０
０
年
先
の

森
ま
で
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
村
の
財
産
と
し

て
大
切
に
育
て
て
い
こ
う
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

人
に
関
し
て
も
長
期
戦
を
前
提
に
し
て
、
一
人

一
人
の
人
生
を
大
事
に
し
て
こ
の
土
地
に
根
を

張
っ
て
育
っ
て
い
く
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

－
木
は
３
本
で
森
で
す
が
、
人
・
人
・
人
、
人

の
集
団
、
一
人
一
人
を
大
事
に
し
な
が
ら
人
の

集
合
体
を
育
て
て
い
く
、
の
地
道
な
積
み
重
ね

を
意
識
し
て
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

次
に
人
の
集
合
体
、
人
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。

一
つ
は
、
障
害
の
あ
る
人
も
含
め
て
働
く
人
の

特
性
を
う
ま
く
生
か
せ
る
よ
う
連
携
の
仕
方
を

考
え
て
い
く
、
働
き
た
い
け
れ
ど
も
働
け
な
い
、

９
時
―
５
時
で
き
っ
ち
り
働
く
の
が
難
し
い
と

い
う
人
の
都
合
に
合
わ
せ
た
労
働
環
境
を
整
え
、

講
演
2

岡
山
県
西
粟
倉
村
に
お
け
る

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
に
つ
い
て

エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長

牧
　
大
介
氏

（
ま
き
　
だ
い
す
け
）

プロフィール

　京都府出身。京都大学大学院
(森林生態学研究室 )修了後、民
間シンクタンクを経て、2005 
年『アミタ持続可能経済研究
所』設立に参画し、所長に就
任。FSC 認証制度を活用した林
業経営改善をはじめ、農山漁村
での新規事業を多数プロデュー
ス。2009 年、『株式会社西粟倉・
森の学校』設立。木材・加工流
通事業を立ち上げる。2015 年、
『エーゼロ株式会社』を設立し、
農林水産業の総合的な 6 次産業
化に向けて研究開発を開始。
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働
く
時
間
の
確
保
が
難
し
い
人
も
会
社
に
来
ら

れ
る
時
間
で
仕
事
を
通
し
て
確
実
に
価
値
を
生

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
木

材
加
工
工
場
と
し
て
は
珍
し
い
の
で
す
が
、
森

の
学
校
の
工
場
で
働
い
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど

が
女
性
で
す
。
特
に
地
域
の
若
い
お
母
さ
ん
た

ち
が
働
く
職
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は

多
能
工
化
で
す
。
多
能
工
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
複
数
の
仕
事
を
こ

な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
山
間
地
で
は
ま
と

ま
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
仕
事
が
つ
く
り
に
く
い

の
で
、
小
さ
な
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
一

人
ひ
と
り
が
稼
い
で
い
け
る
状
況
を
会
社
と
し

て
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
人
材
の
採

用
と
設
備
の
両
面
で
意
識
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

「brighten our forests, brighten our 
life, brighten our future!!

」、
こ
れ
は
西
粟

倉
村
役
場
の
人
た
ち
を
中
心
に
発
案
し
て
打
ち

出
し
た
標
語
で
す
。
２
０
０
８
年
に
百
年
の
森

林
構
想
を
打
ち
出
し
て
、
間
伐
を
し
て
明
る
い

美
し
い
森
を
つ
く
り
、
そ
こ
か
ら
経
済
を
つ
く

る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
先
に
、「
自
分
た

ち
一
人
一
人
の
人
生
を
輝
か
せ
て
い
こ
う
、
そ
し

て
自
分
た
ち
の
未
来
を
輝
か
せ
て
い
こ
う
」、
そ

し
て
生
き
る
を
主
体
的
に
楽
し
ん
で
、
一
人
一

人
が
幸
せ
に
な
っ
て
い
く
村
を
目
指
そ
う
と
い

う
こ
と
を
掲
げ
て
、
あ
ら
た
め
て
「
生
き
る
を

楽
し
む
」
と
い
う
言
葉
を
加
え
ま
し
た
。
西
粟

倉
村
で
は
、
一
人
一
人
の
自
分
を
お
こ
し
、
一

人
一
人
が
生
き
る
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
を
積

み
重
ね
て
人
生
を
輝
か
せ
て
い
く
結
果
と
し
て
、

村
お
こ
し
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 何
か
や
り
た
い
ん
だ
と
い
う
人
が
起
点

〜
妄
想
か
ら
構
想
へ

一
人
一
人
の
自
分
お
こ
し
の
結
果
と
し
て
、

合
意
形
成
や
地
域
資
源
の
活
用
が
す
す
み
、
地

域
の
た
め
に
役
立
と
う
と
い
う
思
い
が
育
ち
、

村
お
こ
し
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
が
、

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
る
際
に
周
囲
の
人

た
ち
か
ら
合
意
が
得
ら
れ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
価
値
を
生
む

プ
ロ
セ
ス
は
結
果
が
見
え
る
ま
で
は
多
く
の
人

は
想
像
が
及
ば
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
こ
と

を
真
剣
に
考
え
続
け
て
い
る
人
が
一
人
い
れ
ば
、

そ
の
人
の
想
像
力
が
広
が
っ
て
た
ど
り
着
く
未

来
が
あ
り
、
と
に
か
く
一
人
で
も
や
る
ん
だ
、

周
り
が
合
意
し
て
く
れ
な
く
て
も
や
る
ん
だ
と

い
う
人
か
ら
の
み
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
プ

ロ
セ
ス
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。

百
年
の
森
林
構
想
を
掲
げ
る
際
、「
本
当
に
森

や
木
が
好
き
だ
と
い
う
人
が
こ
の
村
に
来
て
く

れ
る
こ
と
で
、
森
が
生
か
さ
れ
て
い
い
村
に
な

っ
て
い
く
」
と
い
う
価
値
感
を
持
っ
た
西
粟
倉

村
の
ト
ッ
プ
が
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し

て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
大
好
き
な

も
の
が
あ
る
な
ら
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
で
採
用
さ

れ
、無
事
し
っ
か
り
独
り
立
ち
を
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。「
酒
う
ら
ら
」
と
い
う

屋
号
で
日
本
酒
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ

て
い
る
道
前
さ
ん
と
い
う
方
で
す
が
、
地
域
の

人
に
空
い
て
い
る
施
設
に
毎
夜
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
お
い
し
い
と
思
う
お
酒
を
飲
ん
で
い
た
だ

く
と
い
う
出
張
日
本
酒
バ
ー
が
そ
の
一
例
で
す
。

西
粟
倉
村
で
は
、や
り
た
い
人
を
起
点
と
し
て
、

「
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」と
企
画
し
、

計
画
を
立
て
、
そ
の
上
で
必
要
な
予
算
を
組
み
、

一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
仲
間
を
探
し

出
す
と
い
う
形
で
進
め
て
い
ま
す
。
全
体
的
な

計
画
や
戦
略
に
基
づ
い
て
予
算
が
付
き
、
誰
か

が
ア
サ
イ
ン
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
私
は

こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
ん
だ
と
い
う
人
を

起
点
と
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
地
域
全
体
と

し
て
は
戦
略
性
や
計
画
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
や

り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
積
み

重
ね
の
中
か
ら
、
結
果
と
し
て
戦
略
が
定
ま
っ

て
き
ま
す
。
動
き
が
あ
る
も
の
の
中
か
ら
流
れ

が
生
ま
れ
て
、
ば
ら
ば
ら
な
も
の
が
あ
る
一
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
や
戦
略
で
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
計
画
的
戦
略
」
に
対
し
て
、
事
後
的
に
い
い
戦

略
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
「
創

発
的
戦
略
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
行
き
当
た

り
ば
っ
た
り
の
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に

元
気
に
動
い
て
い
く
中
で
自
然
と
流
れ
が
で
き

て
戦
略
が
浮
か
び
上
が
る
、
そ
う
い
っ
た
プ
ロ

セ
ス
が
非
常
に
重
要
で
、
西
粟
倉
村
で
は
政
策

の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

百
年
の
森
林
構
想
に
基
づ
い
て
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
動
く
よ
う
に
な
っ
た
今
の
状
況
は
、
と

て
も
計
画
的
な
戦
略
と
し
て
動
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
て
、
実
は
そ
れ
が
生
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス

は
非
常
に
創
発
的
で
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
地
域
の
中
で
生
ま
れ
て
束
に
な
り
、
結
果

と
し
て
百
年
の
森
林
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
る
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
の
一
人
一
人
の
動
き
方
と
し
て
、

妄
想
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
た
ら
面
白
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
未

来
が
つ
く
れ
た
ら
ワ
ク
ワ
ク
す
る
な
と
い
う
と

き
に
妄
想
が
浮
か
ぶ
、
そ
の
中
に
は
願
い
が
あ

る
わ
け
で
、
浮
か
ん
だ
妄
想
に
頭
の
中
で
肉
付

け
を
し
て
、
そ
の
妄
想
を
広
げ
て
、
自
分
の
中

で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
状
態
を
何
か
人
に
伝
え

ら
れ
る
状
態
に
し
て
い
く
。
絵
に
描
い
た
餅
で

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
真
剣
に
い
い
餅
の
絵
が

描
け
て
い
る
と
そ
の
餅
を
食
べ
た
く
な
る
し
、

餅
つ
き
を
し
た
く
な
る
。
具
体
的
な
何
人
か
の

人
が
一
緒
に
や
り
た
い
ね
と
い
う
絵
が
構
想
だ

と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
具

体
的
に
ど
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
ど
の
よ

う
に
リ
ソ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
く
の
か
を
落
と

し
込
ん
で
い
っ
た
も
の
が
計
画
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

地域産業交流セミナー
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ワ
ク
ワ
ク
感
が
起
点
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
構

想
・
計
画
は
、
自
然
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
生

ま
れ
ま
す
。
本
当
に
そ
れ
を
や
り
た
い
と
い
う

人
や
チ
ー
ム
が
い
る
、
と
い
う
の
が
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
の
あ
る
状
態
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
実
施
・

実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
体
は
予
定

ど
お
り
に
は
い
か
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

試
行
錯
誤
を
続
け
て
何
と
か
形
に
な
る
ま
で
諦

め
ず
に
や
り
続
け
、
仮
説
・
検
証
を
繰
り
返
し

て
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
何
ら
か
の
結

果
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
事
業
の
形
に
な
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
感
じ

が
あ
っ
た
上
で
果
て
し
な
い
苦
労
の
多
い
試
行

錯
誤
の
冒
険
の
旅
に
進
ん
で
い
か
な
い
と
、
会

社
や
事
業
が
新
し
く
立
ち
上
が
っ
て
軌
道
に
乗

る
と
い
う
こ
と
に
は
到
底
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

森
や
自
然
、
地
域
と
い
う
も
の
は
長
期
で
見

て
い
く
、
50
年
ぐ
ら
い
先
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
積
み
上
げ
て
い
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
い

結
果
が
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
短
期
的
に
何

と
か
し
よ
う
と
す
る
か
ら
大
変
な
の
で
あ
っ
て
、

死
ぬ
ま
で
あ
と
50
年
ぐ
ら
い
あ
る
と
し
た
ら
、

今
諦
め
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
50
年

後
を
諦
め
な
い
と
い
う
言
葉
は
ず
っ
と
私
の
中

に
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
育
成
と
焚
火
の

プ
ロ
セ
ス

百
年
の
森
林
構
想
は
、
行
政
が
先
ず
掲
げ
て

地
域
の
合
意
が
で
き
推
進
さ
れ
て
き
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
株
）
木
の
里
工
房 

木
薫
が

西
粟
倉
村
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
第
１
号
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
６
年
に
森
林
組
合

を
辞
め
て
林
業
の
会
社
を
新
し
く
立
ち
上
げ
た

國
里
さ
ん
が
、
村
の
木
を
大
切
に
し
て
、
保
育

園
・
幼
稚
園
向
け
の
保
育
家
具
や
遊
具
を
専
門

に
製
造
販
売
し
て
い
る
会
社
で
す
。何
か
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
が
い
て
、
事
業
を
動
か
し
始
め

た
こ
と
が
、
西
粟
倉
村
で
百
年
の
森
林
構
想
が

生
ま
れ
た
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
焚
き
火
の
プ
ロ
セ
ス
に
似
て
い
る
と

思
い
ま
す
。「
焚
」
と
い
う
字
は
下
に
火
が
あ
っ

て
木
が
２
本
あ
り
ま
す
が
、
火
種
に
な
る
熱
い

強
い
思
い
を
持
っ
た
人
が
い
て
、
そ
の
火
が
乗

り
移
る
仲
間
が
い
た
と
き
に
火
が
お
き
て
広
が

っ
て
い
き
ま
す
。
國
里
さ
ん
と
い
う
人
を
火
種

に
し
て
焚
き
火
を
始
め
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
周

り
が
動
け
た
こ
と
で
、
今
の
西
粟
倉
村
の
ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
45
社
、
売
上
合
計
20
億
円
に

到
達
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
火
が

お
き
る
と
、周
り
の
湿
っ
ぽ
い
木
も
乾
い
て
き
て
、

だ
ん
だ
ん
燃
え
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。
無
理

や
り
人
の
意
識
や
地
域
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

丁
寧
に
焚
き
火
を
お
こ
し
て
広
げ
て
い
く
と
だ

ん
だ
ん
地
域
全
体
の
熱
量
が
上
が
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
が
自
分
お
こ
し
を
起
点
に
し
た
村
お

こ
し
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
植
人
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
人
の
集
団
、
チ
ー

ム
を
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

木
薫
と
い
う
会
社
が
で
き
て
、
苦
し
い
中
で

全
社
員
挙
げ
て
戦
略
を
定
め
て
、「
森
か
ら
子
ど

も
の
笑
顔
ま
で
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

掲
げ
、
一
生
懸
命
チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ
て
危

機
を
乗
り
越
え
て
黒
字
転
換
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
流
れ
で
百
年
の
森
林
構
想
が
本
格
的
に
事

業
化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
私
自
身
も
木
薫
を
起

点
と
し
た
焚
き
火
に
あ
て
ら
れ
た
一
人
で
す
。

熱
量
が
上
が
る
中
で
私
自
身
に
も
飛
び
火
し
て

難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う

気
持
ち
と
な
り
、（
株
）
西
粟
倉
・
森
の
学
校
と

い
う
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

森
の
学
校
と
い
う
会
社
は
地
域
の
期
待
も
背

負
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
が
、
当
初
は
大

き
な
赤
字
を
出
し
、「
地
域
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
育

て
て
い
く
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」、

と
地
域
の
空
気
が
冷
め
て
い
く
感
じ
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
資
金
面
や
取
引
先
の
紹
介
等

で
多
く
の
人
か
ら
の
応
援
も
あ
り
、
会
社
が
黒

字
化
し
た
と
い
う
一
つ
の
事
実
が
積
み
上
が
っ

た
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
地
域
で
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
も
高
ま
り
ま

し
た
。
森
の
学
校
の
黒
字
化
の
翌
年
の
２
０
１

５
年
に
は
村
役
場
も
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
育

成
に
乗
り
出
し
て
い
こ
う
、
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
ほ
と
ん
ど
予
算
が
な
い
中
で
ロ
ー
カ
ル

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
行
し
て
起
業
家
の

卵
を
発
掘
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
等
も
活
用
し
て
、
本
格

的
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
を
進
め
て
い
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
地
道
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
一
人
一

人
の「
生
き
る
を
楽
し
む
」を
積
み
重
ね
て
い
く
、

自
分
お
こ
し
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
続
け
て
い
っ
た
先
、
百
年
の
森
林
構
想
を
掲

げ
た
50
年
後
の
２
０
５
８
年
が
目
標
年
と
な
り

ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
森
や
地
域
へ

の
思
い
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
そ
こ
で
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
く
と
い
う
人
が
積
み
重
な
っ
て

い
く
結
果
と
し
て
村
全
体
が
美
し
い
風
景
に
囲

ま
れ
て
、
今
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
45
社
が

２
０
０
社
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
、
人
口
自
体
も
増

え
て
、
２
０
０
０
人
ぐ
ら
い
の
人
口
に
戻
っ
て

い
る
と
い
い
な
と
い
う
の
が
皆
さ
ん
の
夢
と
し

て
あ
り
ま
す
。
美
し
い
風
景
が
広
が
り
、
生
き

生
き
と
生
き
て
い
く
人
、
美
し
い
森
と
元
気
に

生
き
て
い
く
人
が
た
く
さ
ん
い
る
村
に
な
っ
て

い
く
と
い
い
な
と
願
い
な
が
ら
今
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
人
口
は
減
少
し
て
お
り
、
結
果
が
出
て

い
る
と
は
言
い
難
い
で
す
が
、
50
年
と
い
う
大

き
な
目
標
の
中
で
は
道
半
ば
、
ま
だ
ま
だ
始
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
で
き

る
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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令和３年度 地域再生マネージャー事業 外部専門家活用助成

　ふるさと財団では、地域再生に取り組む市町村等が各分野の専門的知識や実務的ノウハウを有す
る外部専門家を活用する場合に、その費用の一部を助成する「外部専門家活用助成」を行っています。

●
南
伊
勢
町
の
概
要

南
勢
町
と
南
島
町
の
合
併
に
よ
り
平
成
17
年
10
月
に
誕

生
し
た
南
伊
勢
町
は
、
紀
伊
半
島
沿
岸
東
部
、
度
会
郡
の

南
端
に
位
置
す
る
人
口
約
１
２
０
０
０
人
の
ま
ち
で
す
。

南
側
は
広
袤
（
こ
う
ぼ
う
）
た
る
熊
野
灘
に
面
し
て
リ
ア

ス
式
の
海
岸
を
有
し
、
そ
の
海
岸
線
を
中
心
に
町
域
の
約

6
割
が
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
林
が
町
域
の
85
％
を
占
め
、
平
坦
部
が
極
め
て
少
な

い
農
山
漁
村
地
域
で
あ
り
、
海
に
面
し
た
僅
か
な
土
地
に

民
家
が
集
中
す
る
沿
岸
部
と
民
家
と
耕
地
が
散
在
す
る
農

山
村
部
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
山
の
緑
と
海
岸
が
織
り

な
す
調
和
の
と
れ
た
自
然
は
豊
か
で
美
し
く
恵
に
溢
れ
、

「
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
南
玄
関
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

南
伊
勢
町
の
基
幹
産
業
は
優
良
な
漁
場
を
軸
と
し
た

各
種
漁
業
で
あ
り
、
三
重
県
下
一
の
水
揚
げ
量
を
誇
っ
て

阿曽浦風景

恋人の聖地ハートの入り江（道行竃）

南
伊
勢
「
つ
な
が
り
」
の
連
鎖
に
よ
る

限
界
集
落
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

三
重
県
南
伊
勢
町
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※ 

Ｔ
型
集
落
点
検･･･

調
査
時
点

に
お
い
て
、
そ
の
地
元
に
住
ん

で
い
る
住
民
だ
け
で
な
く
、
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
子
ど
も
な

ど
の
世
帯
（
他
出
子
）
も
加

え
た
も
の
を
「
家
族
」
と
し
て

カ
ウ
ン
ト
し
、
そ
れ
に
基
づ
き

集
落
の
構
成
人
数
を
見
直
す

調
査
。
統
計
デ
ー
タ
で
は
見

え
て
こ
な
い”

生
活
の
実
態”

を
も
と
に
集
落
そ
の
も
の
の
大

き
さ
を
考
え
直
す
手
法
で
す
。

い
ま
す
。
近
年
で
は
伊
勢
ま
だ
い
や
伊
勢
マ
グ
ロ
な
ど
養

殖
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
伝
統
的
に
行
わ
れ
る
一
次
産

業
を
新
た
な
形
と
す
る
試
み
が
各
方
面
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

農
業
に
お
い
て
は
温
州
み
か
ん
を
は
じ
め
と
し
た
柑
橘

類
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
年
間
の
う
ち
多
く
の
期
間
で
柑
橘

類
が
収
穫
さ
れ
、
一
部
は
ブ
ラ
ン
ド
み
か
ん
と
し
て
流
通

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
優
良
な
眺
望
が
特
徴
の
展
望
台
が
数

多
く
存
在
し
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
「
見
江
島
展
望
台
」

か
ら
望
め
る
入
り
江
は
ハ
ー
ト
型
に
見
え
る
こ
と
か
ら
恋

人
の
聖
地
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
勢
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

●
事
業
の
概
要

①
課
題
と
事
業
の
背
景

南
伊
勢
町
の
集
落
に
は
か
つ
て
平
家
の
子
孫
が
隠
れ
て

生
活
を
し
て
い
た
「
竈
方
（
か
ま
が
た
）
集
落
」
が
あ
り
、

町
内
に
７
集
落
存
在
し
て
い
ま
す
。
壇
ノ
浦
の
合
戦
に
敗

れ
た
平
家
の
子
孫
が
移
り
住
ん
だ
と
き
、
既
に
漁
業
権
は

先
住
民
の
手
に
あ
り
、
海
で
塩
を
焼
い
て
生
計
を
立
て
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
竈
方
集
落
」
は
南
伊
勢

町
に
お
い
て
特
に
人
口
減
少
に
伴
う
高
齢
化
が
著
し
く
、

地
域
の
活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
日
常
生
活
の
支
援
だ

け
で
な
く
、
途
絶
え
か
け
て
い
る
集
落
固
有
の
文
化
の
保

存
や
伝
統
行
事
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
学
と
の
協
働
に
よ
り
次
世
代
へ
の
文
化
継

承
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
可
能
性
を
探
る
た
め
の
Ｔ
型
集
落
点
検

を
実
施
し
た
結
果
、
竈
方
集
落
が
結
束
し
、
古
来
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
た
竈
方
ま
つ
り
を
復
活
し
よ
う
と
竈
方
親
交

※

復興した御座船

チーム道行竈

純米吟醸道行竈

田植え（道行竈）

道行竈のお米

八ヶ竈八幡神社 竃方御証文



26  May 2021 vol.143

会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
竈
方
親
交
会
を
契
機
に
平

家
の
子
孫
た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
「
塩
づ
く
り
」
を

復
活
さ
せ
る
た
め
の
「
塩
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
耕

作
放
棄
地
解
消
の
た
め
の「
酒
米
づ
く
り
」を
通
じ
た「
地

域
連
携
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
竈
方
集
落
で
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。　　

そ
し
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
実
施
体
制

の
強
化
、
塩
づ
く
り
や
酒
米
づ
く
り
を
き
っ
か
け
と
し
た

人
や
連
携
体
制
の
構
築
、
竈
方
集
落
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
・
共
有
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
２
年
度
よ

り
外
部
専
門
家
活
用
助
成
に
申
請
。
外
部
専
門
家
に
千
田

良
仁
氏
（
皇
學
館
大
学
教
授
）
を
迎
え
、
官
学
連
携
に
よ

る
特
産
品
開
発
を
基
軸
と
し
た
つ
な
が
り
の
形
成
、
実
施

体
制
の
構
築
へ
と
展
開
し
て
い
ま
す
。

②
1
年
目
の
取
り
組
み

南
伊
勢
町
で
は
特
産
品
創
出
を
通
し
た
地
域
内
外
の
交

流
、
大
学
連
携
に
よ
る
関
係
人
口
づ
く
り
を
目
指
し
た
取

り
組
み
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
産
品
と
し
て
、
塩
の
商
品

化
を
実
施
し
、
塩
づ
く
り
の
製
造
工
程
に
竈
方
集
落
の
由

来
で
も
あ
る
竈
を
用
い
る
こ
と
で
特
色
を
出
し
、
製
塩
業

の
届
出
を
行
う
な
ど
販
売
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、

も
う
ひ
と
つ
の
特
産
品
と
し
て
、
純
米
吟
醸
「
道
行
竈
」

を
２
０
０
０
本
生
産
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
大
学
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
「
地
域
連
携
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
主
体
で
あ
る
チ
ー
ム
道
行
竈
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、

酒
販
免
許
を
取
得
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
度
ま

で
合
計
8
反
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
、
酒
米
だ
け
で
な
く

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
に
も
着
手
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
地
域
に
大
学
生
を
受
け
入
れ
た
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
へ
転
換
を
図
り
ま
し
た
。
東
京
大
学
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ
を
使

っ
て
健
康
体
操
に
参
加
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
、
皇
學
館

大
学
で
は
竈
方
集
落
の
10
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
大
学
の

講
義
に
お
い
て
議
論
し
、
塩
の
商
品
化
に
あ
た
る
デ
ザ
イ

ン
を
検
討
す
る
な
ど
、
新
し
い
交
流
の
在
り
方
を
模
索
し

実
践
し
て
い
き
ま
し
た
。

③
2
年
目
の
取
り
組
み

２
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
昨
年
度
商
品
化
し
た
塩

と
日
本
酒
の
「
販
売
方
法
の
確
立
」、「
県
内
外
で
の
情
報

発
信
」、「
販
路
拡
大
に
よ
る
財
源
確
保
」
を
目
指
し
、
取

り
組
み
を
深
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
町
内
で
は
水
産
会
社

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
や
、
町
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
皇
學
館
大
学
、
三
重
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
研
究
活

動
、
首
都
圏
の
大
学
生
と
中
学
生
と
の
交
流
事
業
に
取
組

ん
で
い
る
背
景
が
あ
り
、
本
事
業
に
お
い
て
更
に
連
携
地

区
を
周
辺
の
漁
村
等
に
広
げ
、
過
疎
対
策
や
水
産
振
興
な

ど
を
研
究
課
題
に
持
つ
大
学
生
の
竈
方
集
落
に
お
け
る
長

期
受
け
入
れ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
皇
學

館
大
学
で
地
域
課
題
を
研
究
し
て
い
る
学
生
や
東
京
海
洋

大
学
で
水
産
研
究
を
テ
ー
マ
に
持
っ
て
い
る
学
生
を
１
～

２
ヶ
月
程
度
受
け
入
れ
、
地
域
課
題
を
研
究
し
つ
つ
地
域

づ
く
り
支
援
に
も
寄
与
す
る
「
集
落
学
芸
員
（
仮
称
）」

三重県南伊勢町令和 3 年度 地域再生マネージャー事業 外部専門家活用助成

製塩所外観（棚橋竈）竈方の塩
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を
設
置
し
、
集
落
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
貢
献
、
外
部
か

ら
の
人
員
を
受
け
入
れ
し
や
す
い
環
境
整
備
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和
2
年
12
月
に
道
行
竈
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
赴
任
し
て
お
り
、
更
に
は
、
今
年
度
も
農

業
や
林
業
、
繁
殖
牛
の
飼
育
な
ど
の
新
た
な
一
次
産
業
の

生
業
の
た
め
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
す
る
計
画
を

立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竈
方
集
落
と
周
辺
地
域
で
新
た

な
若
者
が
移
住
し
た
く
な
る
環
境
の
創
出
、「
集
落
学
芸

員
（
仮
称
）」
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
同
士
で
連
携
し
た

集
落
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

塩
づ
く
り
や
酒
米
づ
く
り
の
事
業
を
更
に
深
化
さ
せ

る
と
同
時
に
、
官
学
連
携
、「
集
落
学
芸
員
（
仮
称
）」、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
共
有
で

き
る
場
を
構
築
す
る
こ
と
で
、「
つ
な
が
り
」
の
連
鎖
に

よ
る
好
循
環
を
生
み
出
し
、
地
域
内
外
の
方
々
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
限
界
集
落
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

南
伊
勢
町
に
7
つ
あ
る
「
竃
方
集
落
」
は
、
県
下
一

高
齢
化
率
が
高
い
南
伊
勢
町
で
も
特
に
人
口
減
少
に
伴

う
高
齢
化
が
著
し
く
、
地
域
の
活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
、
日
常
生
活
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
途
絶
え
か
け
て

い
る
固
有
の
文
化
の
保
存
や
伝
統
行
事
の
継
承
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
地
域
で
す
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
平
家
子
孫
固
有
の
誇
り
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
の
再
生
・
強
化
及
び
竈
方
集
落
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
む
け
、
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
古
式

の
竈
方
ま
つ
り
の
復
活
や
大
学
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く

り
（
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｔ
型
集
落
点
検
）、
連

携
組
織
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
の
も

と
、
専
門
家
の
支
援
や
大
学
連
携
に
よ
り
更
な
る
特
産

品
の
開
発
や
関
係
人
口
の
創
出
、
地
域
連
携
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
や
町
外
か
ら
の
訪
問
が

困
難
な
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
特

産
品
（
塩
づ
く
り
）
の
開
発
や
大
学
生
と
の
交
流
、
情

報
発
信
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
専
門
人
材
や
地
域
内
外
の
団
体
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
産
業

や
地
域
を
支
え
る
関
係
人
口
の

更
な
る
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

そ
し
て
大
学
生
や
地
区
出

身
者
な
ど
集
落
外
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
竃
方
集
落
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
地
域
の
再
生

を
目
指
し
ま
す
。

南
伊
勢
町
　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
係
長 

小
山
将
彦
氏

製塩所（かまどの様子） 

塩づくり会議（オンライン）

東京大学との交流（オンライン健康体操）

https://www.town.minamiise.lg.jp/

収穫祭（オンライン）
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１-1　令和 2年度第 2回・3回ふるさと融資予定事業	（単位：件、人、百万円）
事業件数 雇用増 設備投資総額 本年度貸付予定額
6 166 16,069 1,910

（ 　0 ） － － ( 　   0 )
（注）（　）内は、うち過年度からの継続事業　雇用増、設備投資総額は新規分のみの計

１-2　貸付団体別　内訳	 （単位：件、人、百万円）

事業件数 雇用増 設備投資
総額

本年度貸付
予定額

⑴ �都道府県・ 
政令指定都市

�合　　計 0 0 0 0 
うち新規 0 0 0 0 
うち継続 0   － － 0  

⑵ 市町村
�合　　計 6 166 16,069 1,910 
うち新規 6 166 16,069 1,910 
うち継続 0   － － 0  

合　　計 6 166 16,069 1,910 
うち新規 6 166 16,069 1,910 
うち継続 0   － － 0  

１-3　事業分野別　内訳	 （単位：件、人、百万円）

事業分野 件数 雇用増 設備投資
総額

本年度貸
付予定額

Ａ 交通・通信等基盤整備 0 0 0 0
（ 　0 ） － － （　　  0 ）

Ｂ 都市基盤施設整備 1 140  11,825 1,000 
（ 　0 ） － － （　　  0 ）

Ｃ �地域産業 
振興

Ｃ 1 
第 1 次産業系

2 6  1,707 259 
( 　0 ) － － (　　  0 )

Ｃ 2 
第 2 次産業系

 1  12  1,755  410 
( 　0 ) － － (　　  0 )

Ｃ 3 
第 3 次産業系

1 1 628 200 
( 　0 ) － － (　　  0 )

小　　計  4  19  4,090  869 
( 　0 ) － － (　　  0 )

Ｄ リゾート・観光振興 1 7 154 41 
( 　0 ) － － (　　  0 )

Ｅ 文化・教育・医療・福祉 0 0 0 0
( 　0 ) － － (　　  0 )

合　　計  6  166  16,069  1,910 
( 　0 ) － － (　　  0 )

（注）（　）内は、うち過年度からの継続事業　　雇用増、設備投資総額は新規分のみの計

令和2年度 第2回・第3回ふるさと融資 
事業分野別構成比

Ａ 0 件（0.0％）Ｅ 0 件（0.0％）

Ａ 0（0.0％）Ｅ 0（0.0％）

Ｂ
1 件（16.7％）

Ｂ
1,000 百万円

（52.4%）

Ｃ3
200 百万円
（10.5%）

Ｄ 41 百万円
（2.1%）

Ｃ1
2 件（33.3％）

Ｃ2　1 件（16.7％）

Ｃ2
410 百万円
　　（21.5%）

Ｃ3　
1 件（16.7％）

Ｄ 
1 件（16.7％）

Ｃ1　259 百万円
（13.6%）

■ Ａ 交通・通信等基盤整備
■ Ｂ 都市基盤施設整備
■ Ｃ1　第 1 次産業系
■ Ｃ2　第 2 次産業系
■ Ｃ3　第 3 次産業系
■ Ｄ リゾート・観光振興
■ Ｅ 文化・教育・医療・福祉

貸付予定額
（計1,910百万円）

件数
（計6件）

　ふるさと財団では、令和 2 年 10 月 28 日、令和 3 年 2 月 24 日付けで、以下のとおり、ふるさと融資（地
域総合整備資金貸付）予定事業を決定しました。 
　今回のふるさと融資では、新規事業が 6 件、新たに発生する設備投資総額は 160 億 6900 万円、雇用の
増加は 166 人、ふるさと融資貸付予定額は 19 億 1000 万円を予定しています 。
　事業分野別の傾向では、C「地域産業振興（第 1 次〜 3 次産業系）」 分野が件数で全体の 2/3 を占め、新工場・
新社屋建設などの案件で融資金額は 45.5% のシェアとなっています。B の「都市基盤施設整備」分野で、再
開発ビルの保留床を取得し、商業施設及びホールを整備する大型案件（ふるさと融資額 10 億円）があった
ことから、件数は 1 件ながら融資金額は 52.4% と過半を超えています。他に、D の「リゾート・観光振興」
分野でも需要がみられます。

令和 2 年度　 第2回  第3回  ふ
（ 地 域 総 合 整 備 資 金 貸 付 ）

るさと融資 予定事業

地方支援調査委員会の開催
� 　第２回　令和2年10月  9日
� 　第３回　令和3年  1月29日

ふるさと融資予定事業の通知
　第２回　令和2年10月28日
　第３回　令和3年 2月 24日
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2　令和 2年度第 2回・第 3回ふるさと融資予定事業一覧� （単位 : 件、人、百万円）

番
号 事業名 事業

分野 事業地 貸付団体 事業者名 雇用増 設備投資
総額

本年度 
貸付

予定額

1 新工場建設事業 C2 山形県
米沢市

米沢市 三井屋工業(株）
事業内容
◦�自動車内外装部品を製造する工場
を新設

◦�敷地面積18,401㎡ 	
建物延床面積3,037㎡ (S造・2階
建）

12 1,755 410 

2 養豚場建設事業 C1 山形県
米沢市

米沢市 (有)村上畜産
事業内容
◦�環境対策を考慮した養豚場を新た
に建設

◦�敷地面積51,050㎡ 	
建物延床面積9,462㎡（木造及びS
造平屋建）

5 1,612 240 

3 農泊拠点施設建設事業 D 栃木県
下野市

下野市 一般(社)シモツケクリエイティブ
事業内容
◦�「農」と「食」をコンセプトとした、
ベーカリーカフェ、直売及び 物
販、   宿泊を有する施設の建設

7 154 41 

4 新社屋建設事業 C3 長崎県
諫早市

諫早市 栗鷹物産(株)
事業内容
◦�複数棟に分かれた本社・倉庫を1
棟の本社・倉庫に新築移転

◦�敷地面積9,394.90㎡ 	
建物延床面積3,209.33㎡ ( S造2
階建)

1 628 200 

5 新工場建設事業 C1 長崎県
南島原市

南島原市 株式会社上村製麺
事業内容
◦�新工場を建設
◦�敷地面積574㎡	
建物延床面積419㎡ (Ｗ造平屋建)

1 95 19 

6 再開発ビル保留床取得によ
る　まちなか活性化事業

B 鹿児島県
鹿児島市

鹿児島市 南国殖産(株)
事業内容
◦�再開発ビルの保留床を取得し、商
業施設およびホールとして活用

◦�敷地面積4,0390㎡ 	
建物延床面積47,735㎡ (S造・
RC造地下１階　 地上24階建)

140 11,825 1,000 

※　事業分野欄　　�Ａ：交通・通信等基盤整備　　Ｂ：都市基盤施設整備　　Ｃ：地域産業振興　（Ｃ１：第１次産業系　Ｃ２：第２次産業系　 Ｃ３：第３次産業系）	
Ｄ：リゾート・観光振興 　 Ｅ：文化・教育・福祉・医療
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ふるさと融資予定事業について

令和 2 年度  ふるさと融資事業について

　ふるさと融資は、都道府県や市町村が金融機関と共同して、地域振興に役立つ民間設備投資を支援するために、
長期の無利子資金を民間事業者等に融資する制度です。自治体が公益性、事業採算性等の観点から地域振興に寄与
すると判断した場合、新規雇用などの一定要件を満たせば、原則としてあらゆる分野が融資対象となります。
ふるさと財団では、令和 2年度も 3回に分けて、ふるさと融資（地域総合整備資金貸付）予定事業を決定しました。 
　令和 2年度のふるさと融資では、新規事業 18件、継続事業 4件の計 22件となっています。新たに発生する設
備投資総額は 333億 8100 万円、雇用の増加は 481人、ふるさと融資貸付予定額は 105 億 6600 万円となりま
した 。
　ふるさと融資発足以来の新規事業件数は、累計で4,041件、ふるさと融資額は約1兆176億円に達しました。また、
およそ 171千人の新規雇用が創出されました。
　事業分野別では、件数では全分野に亘っていますが、融資額では E「文化・教育・医療・福祉」分野で 43.7%、D「リ
ゾート・観光振興」分野で 22.1%、とこれら 2つの分野を合わせて全体の約 2/3 を占めています。
　大規模病院の老朽化に伴う移転新築や改修を中心に 1件あたりの融資額が大きいためです。また、ビジネスホテ
ルや観光ホテルの新設、増改築等も多くみられましたが、新型コロナウイルスの影響を受ける前の令和元年度の採
択案件が過半を占めています。
　また、C「地域産業振興」分野はﾄ・観光振興」分は、融資額では全体の 1/6 ですが、件数面では最も多い 8件で、
引き続き自動車関連、電子部品、食品等の幅広い分野での工場・本社の建設、生産能力増での需要がみられました。

１-1　令和 2年度ふるさと融資予定事業	 （単位：件、人、百万円）

事業件数 雇用増 設備投資総額 本年度貸付予定額
22 481 33,381 10,566

（ 　4 ） － － (　 3,646 )
（注）（　）内は、うち過年度からの継続事業　雇用増、設備投資総額は新規分のみの計

１-2　事業分野別　内訳	 （単位：件、人、百万円）

事業分野 件数 雇用増 設備投資
総額

本年度貸
付予定額

Ａ 交通・通信等基盤整備 1 0 0 846 
（ 　1 ） － － （ 　846 ）

Ｂ 都市基盤施設整備 1 140  11,825 1,000 
（ 　0 ） － － （　　  0 ）

Ｃ �地域産業 
振興

Ｃ 1 
第 1 次産業系

2 6  1,707 259 
( 　0 ) － － (　　  0 )

Ｃ 2 
第 2 次産業系

 4  22  2,912  1,133 
( 　1 ) － － ( 　300 )

Ｃ 3 
第 3 次産業系

2 9 1,075 367 
( 　0 ) － － (　　  0 )

小　　計  8  37  5,694  1,759 
( 　0 ) － － ( 　300 )

Ｄ リゾート・観光振興 7 98 8343 2,339 
( 　1 ) － － (　　  0 )

Ｅ 文化・教育・医療・福祉 5 206 7519 4,622 
( 　2 ) － － (  2,500 )

合　　計  22  481  33,381  10,566 
( 　4 ) － － (  3,646 )

（注）（　）内は、うち過年度からの継続事業　　雇用増、設備投資総額は新規分のみの計

Ａ 1 件（4.5％）

Ａ 846 百万円（8.0％）

Ｂ 1 件
    （4.5％）

Ｅ
4,622 百万円
　（43.7%）

 Ｃ3
367 百万円
（3.5%）

2,339 百万円
（22.1%）
　　Ｄ

2 件（9.1％） Ｃ1

Ｃ1
259 百万円
（2.5%）

2 件
（9.1％）
　　 Ｃ3

Ｃ2
4 件（18.2％）

1,133 百万円
　　  （10.7%）

　　　　Ｃ2

Ｄ　  7 件
　　　（31.8％）

　　　Ｂ
1,000 百万円（9.5％）

Ｅ
5 件（22.7％）

■ Ａ 交通・通信等基盤整備
■ Ｂ 都市基盤施設整備
■ Ｃ1　第 1 次産業系
■ Ｃ2　第 2 次産業系
■ Ｃ3　第 3 次産業系
■ Ｄ リゾート・観光振興
■ Ｅ 文化・教育・医療・福祉

貸付予定額
（計10,566百万円）

件数
（計22件）

令和２年度 ふるさと融資 事業分野別構成比
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件数 雇用増 設備投資	
総額

ふるさと
融資額

平成元年度  117 ( - )  8,248  3,743  255 

2 年度  175 ( 27 )  7,759  2,926  395 

3 年度  239 ( 49 )  12,242  5,447  550 

4 年度  296 ( 57 )  12,530  5,542  708 

5 年度  277 ( 80 )  10,851  5,686  696 

6 年度  297 ( 69 )  12,066  5,172  610 

7 年度  355 ( 84 )  16,091  7,004  754 

8 年度  344 ( 94 )  13,948  6,455  810 

9 年度  299 ( 103 )  13,838  6,399  597 

10年度  193 ( 106 )  8,362  4,263  601 

11年度  190 ( 66 )  8,969  3,824  559 

12年度  152 ( 45 )  6,130  2,313  303 

13年度  95 ( 37 )  2,822  1,371  241 

14年度  85 ( 15 )  3,249  1,490  178 

15年度  76 ( 16 )  5,051  1,457  159 

16年度  104 ( 19 )  4,182  1,514  203 

17年度  73 ( 19 )  2,295  1,661  152 

件数 雇用増 設備投資	
総額

ふるさと
融資額

18年度  62 ( 25 )  1,740  890  157 

19年度  65 ( 23 )  1,544  713  124 

20年度  55 ( 20 )  2,564  1,030  115 

21年度  38 ( 10 )  2,396  991  114 

22年度  64 ( 7 )  2,153  1,098  138 

23年度  53 ( 13 )  3,052  1,021  183 

24年度  50 ( 15 )  1,627  1,026  141 

25年度  47 ( 12 )  1,252  493  135 

26年度  53 ( 7 )  1,936  1,115  190 

27年度  41 ( 7 ) 1,033 970 236

28年度  45 ( 8 )  774  797  279 

29年度  34 ( 4 )  566  834  162 

30年度 30 ( 3 ) 838 1,246 205

令和元年度 19 ( 5 )  323  434  117 

令和2年度  18 ( 4 )  481  334  106 

合　計  4,041 (1,049)  170,912  79,258  10,176 

（注）	１ （　）内は、過年度からの継続案件で外数。
	 ２ 単位未満調整につき、合計欄が不一致の場合がある。
	 ３ ふるさと融資額については継続案件も含む。

3　平成元年度～令和２年度のふるさと融資の推移� （単位 : 件、人、億円）

平成
元年

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 （年度）30 令和
元年

令和
2

（件） （億円）

件　数
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■ 年度別ふるさと融資の推移（累計）
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地
と
し
て
知
ら
れ
る
碁
石
海
岸
や
三
陸
沿
岸
の
最
高
峰
五

葉
山
県
立
自
然
公
園
な
ど
、
自
然
が
豊
か
で
風
光
明
媚
な

ま
ち
で
す
。
な
か
で
も
碁
石
海
岸
は
、「
国
の
名
勝
・
天

然
記
念
物
」
に
指
定
さ
れ
、「
日
本
の
渚
百
選
」
や
「
21

世
紀
に
引
き
継
ぎ
た
い
日
本
の
白
砂
青
松
百
選
」、「
日
本

の
音
風
景
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

天
然
の
良
港
を
生
か
し
た
臨
海
型
工
業
都
市
の
形
成
を

目
指
し
て
積
極
的
に
工
業
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
業

や
水
産
加
工
業
が
盛
ん
に
営
ま
れ
、
工
業
・
水
産
業
の
ま

ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
は
大
船
渡

港
と
韓
国
・
釜
山
港
を
結
ぶ
県
内
初
の
国
際
貿
易
コ
ン
テ

ナ
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
国
際
港
の
仲
間
入
り
を
果
た

す
と
と
も
に
、
三
陸
沿
岸
地
域
の
拠
点
都
市
と
し
て
歩
ん

で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
令
和
2

年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
市
復
興
計
画
を
策
定
し
、
市
民

生
活
や
産
業
・
経
済
の
復
興
、
都
市
・
産
業
基
盤
の
再
建

な
ど
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
官
民
一
体
で
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
を
も
っ
て
、
市
復
興
計
画
に
登
載
し
た
事

業
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
新
た
な
市
総
合

計
画
（
令
和
3
～
12
年
度
）
の
下
、
大
震
災
の
経
験
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
将
来
都

市
像
で
あ
る
「
と
も
に
創
る
　

や
す
ら
ぎ
に
包
ま
れ
　

活

気
あ
ふ
れ
る
　

三
陸
の
に
ぎ
わ
い
拠
点
　

大
船
渡
」
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
災
害
か
ら
の
復
興
の
象
徴

事
業
者
の
株
式
会
社
サ
ク
ラ
ダ
は
、
大
船
渡
市
に
お
い

て
ホ
テ
ル
（
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）、
レ
ス
ト
ラ
ン
（
旬

の
味
処
、
ま
ん
ぼ
う
亭
）、
葬
祭
会
館
を
運
営
し
て
き
ま

し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
は
3
階
ま
で

浸
水
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
内
部
倒
壊
、
葬
祭
会
館
は
全
体
が

浸
水
す
る
な
ど
、
全
営
業
が
一
旦
休
止
し
ま
し
た
。
幸
い

建
物
自
体
に
は
大
き
な
問
題
が
な
か
っ
た
た
め
、
修
繕
し

て
同
年
12
月
に
は
市
内
で
は
い
ち
早
く
ホ
テ
ル
を
営
業
再

１ 

地
域
の
特
色

２ 

事
業
の
背
景
と
概
要
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株式会社サクラダ

ふるさと融資事例の紹介

事業地   岩手県 大船渡市
■事業者：株式会社サクラダ
■ 事業費：1,570 百万円 
（内ふるさと融資：500 百万円）

■新規雇用増： 5 名
■貸付団体：大船渡市
■予算年度：平成 27 年度事業



開
し
ま
し
た
。

当
社
の
櫻
田
社
長
は
、
営
業
再
開
の
目
途
が
立
た
な
い

震
災
直
後
に
再
雇
用
を
約
束
し
て
従
業
員
を
解
雇
。
元
従

業
員
は
「
私
た
ち
の
職
場
は
私
た
ち
が
再
建
す
る
」、
と

瓦
礫
の
撤
去
作
業
等
に
従
事
。
営
業
再
開
後
は
元
従
業
員

を
約
束
通
り
再
雇
用
す
る
と
と
も
に
、新
規
採
用
を
行
い
、

雇
用
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

再
開
後
は
、復
興
工
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
の
宿
、

各
種
団
体
の
会
合
や
集
会
等
の
場
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
、

復
興
の
象
徴
と
し
て
市
民
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
存
在

と
な
り
ま
し
た
。

②
新
ホ
テ
ル
建
設
　
復
興
の
先
導
役

そ
の
後
、
同
市
の
復
興
事
業
に
よ
り
ホ
テ
ル
の
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
駅
周
辺
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
参
画
し
、
同
駅
周
辺
で
進
め
る
津

波
復
興
拠
点
整
備
事
業
区
域
内
の
建
設
工
事
第
1
号
と
し

て
、
現
在
の
場
所
に
移
転
新
築
し
ま
し
た
。

新
ホ
テ
ル
は
敷
地
面
積
３
７
６
５
㎡
、
鉄
骨
造
６
階
建

て
で
、
延
べ
床
面
積
４
２
１
０
㎡
、
全
95
室
（
内
シ
ン
グ

ル
77
室
）、
収
容
人
員
１
２
０
人
。
交
流
人
口
の
拡
大
に
貢

献
す
る
た
め
、
部
屋
数
は
従
前
の
53
室
→
95
室
に
増
や
す

一
方
で
、
今
後
の
人
口
の
趨
勢
を
考
慮
し
、
宴
会
場
は
面

積
を
7
割
に
縮
小
し
、
収
容
人
員
２
５
０
人
と
し
ま
し
た
。

新
ホ
テ
ル
は
平
成
28
年
4
月
に
稼
働
し
、
復
興
の
先
導

役
を
果
た
す
と
と
も
に
、
当
初
計
画
を
上
回
る
直
接
雇
用

の
創
出
に
よ
り
地
域
経
済
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

当
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
宿
泊
施
設
と
市
民
が
集
う
場

の
創
出
。
震
災
後
10
年
を
経
て
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
と
い
う
新
た
な
難
局
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

万
難
を
排
し
て
の
感
染
防
止
と
、
老
舗
と
し
て
の
プ
ラ
イ

ド
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
提

供
で
、
震
災
後
も
変
わ
ら
ず
利
用
者
の
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

周
辺
施
設
と
の
相
乗
効
果
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
駅
周
辺
は
、

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
と
土
地
区
画
整
理
事
業
を
導
入

し
、
中
心
市
街
地
の
再
構
築
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
土
地
の
か
さ
上
げ
を
行
い
、
集
客
の

中
心
と
な
る
商
業
施
設
の
誘
致
を
進
め
、
順
次
ま
ち
び
ら

き
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
に
は
、
観

光
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
民
等
の
交
流
の
場
で

あ
る
大
船
渡
防
災
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
お
お
ふ

な
ぽ
ー
と
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

当
事
業
は
同
市
の
復
興
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
当

社
自
身
も
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
し
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
新
た
な
困
難
に
対
処
し

つ
つ
、
観
光
客
の
誘
致
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
大
、
震
災
後
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
当

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
関
係
人
口
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
中
心
と
な
る
場
と
し
て
、
今

後
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

3 

地
域
振
興
へ
の
期
待
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私
の
地
元
で
あ
る
雲
仙
市
は
、
島
原
半
島
の
北
西
部
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
島
原
半
島
は
周
り
を
有
明
海
や
橘
湾
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
半
島
中
央
に
は
雲
仙
普
賢
岳
が
あ
る
自
然
豊

か
な
場
所
で
す
。
平
成
17
年
に
7
町
が
合
併
し
雲
仙
市
と
な

り
ま
し
た
。雲
仙
国
立
公
園（
現
在
は
雲
仙
天
草
国
立
公
園
）

は
日
本
で
最
初
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
雲

仙
に
は
30
に
及
ぶ
地
獄
が
あ
り
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
雲
仙
温

泉
が
存
在
し
国
内
外
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
天
正
遣
欧
使
節
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
さ
れ

た
千
々
石
ミ
ゲ
ル
の
生
誕
地
で
も
あ
り
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
小
浜
温
泉
足
湯
ほ
っ
と
ふ
っ
と

１
０
５
は
、
温
泉
１
０
０
％
の
足
湯
で
、
全
長
は
小
浜
温
泉

の
源
泉
温
度
１
０
５
度
に
ち
な
ん
だ
日
本
一
長
い
１
０
５
ｍ

で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
足
湯
、
ペ
ッ
ト
足
湯
も
あ
り
人
気
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
ふ
る
さ
と
財
団
で
の
勤
務
は
今
年
で
2
年
目
と
な

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
創
生

開発振興部開発振興課　石川 貴章

職員レポート

22

「
長
崎
県
雲
仙
市
」
の
魅
力
を

ほ
ん
の
一
部
だ
け
紹
介
し
ま
す

私の地元

雲仙市

【ほっとふっと105】
日本一長い105mの足湯

【ジャカランダ】
小浜温泉街にあるジャカランダの木

【雲仙温泉】
雲仙は元来「温泉」と書いて「うんぜん」と読まれて
いた歴史を持つ地域です。

【橘公園】橘公園の桜
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り
ま
す
が
、
1
年
目
は
開
発
振
興
課
で
「
ま
ち
な
か
再
生
支

援
事
業
」
と
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
調
査
研
究
」
に
携
わ
り

ま
し
た
。
ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業
で
は
鹿
児
島
県
肝
付
町

の
ま
ち
な
か
再
生
事
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
調
査
研
究
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ 

を
活
用
し
た
公
共
施
設
の

建
設
や
運
営
に
あ
た
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と

に
よ
り
従
来
の
建
設
、
運
営
方
式
よ
り
優
れ
た
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
施
設
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
を
学
び
ま
し
た
。
一
方
で
、
政
令
指
定
都
市
で

9
割
、
人
口
20
万
人
以
上
の
都
市
で
は
5
割
以
上
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
小
規
模
自
治
体
で
は
な
か
な
か
導

入
が
進
ま
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
因
を
調

査
し
全
国
の
自
治
体
に
普
及
す
る
よ
う
建
設
業
界
、
大
学
教

授
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
部
会
で
研
究
を
行
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

促
進
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
を
と
お
し
て
進
む
少
子

高
齢
化
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
と
い
う
課
題
を
解
決
し
、
持

続
可
能
な
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入

は
有
効
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
全
国
各
地
で
今
ま
で
と
は
異
な
る
生

活
を
送
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を

経
験
し
、
日
々
刻
々
と
変
わ
る
社
会
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

け
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
思
考
、
取
組
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
年
度
は
別
の
事
業
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
全
国
で
地
域
振
興
に
携
わ
る
方
達
と
の
交
流
の
中
で

経
験
を
積
み
、
今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　

【淡島神社】
神社内には、大、中、小、３つのミニ鳥居がある

【雲仙紅葉】紅葉する植物が120種類以上ある

【観櫻火宴】県内最大の火祭り

【雲仙灯りの花ぼうろ】
霧氷をイメージした灯りのイベント
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